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P.２　平成18年度当初予算を報告します。

P.４　黒潮町助役就任のあいさつ

P.５　黒潮町特産物探訪　～ミョウガ編～

P.６　黒潮町おらんく自慢（坂折地区・馬荷地区）

P.８　特集 テレワークで仕事しています。

P.10　まちづくり交付金事業計画 シリーズ②

P.11　備えて安心②
P.９　～南海地震などあらゆる災害への備え～

P.12　教育委員会だより

P.14　あなたも国民年金の額を増やしませんか？

P.15　介護保険ガイド シリーズ 5

P.16　健康カレンダー

P.18　お知らせ・募集

P.20　図書館カレンダー

P.21　水道給水工事指定当番表

P.22　なぶら通信①

P.９　国道56号大方改良事業
P.９　－ 道路設計説明会を開催します －

P.９　編集子

◆今月の主な内容◆今月の主な内容
●人　口　14,052人　前月比（22人減）
　　　　　　　　　　　　　　　　 【男性6,645人　女性7,407人】

●世帯数　5,761世帯
●15歳未満の年少人口　1,511人　人口比率（10.8％）

　　　　　　　　　　　　　　　　 【男性766人　女性745人】

●65歳以上の老齢人口　4,460人（比率31.7％）
　　　　　　　　　　　　　　　　 【男性1,782人　女性2,678人】

●人口のうごき

〈2006（平成18）年6月30日現在〉

上田の口の国道沿い（逢坂トンネル入り口手前）に大量のカサブランカが植栽されており、この季節には美しい姿と甘い香りを楽しませてくれます。

わがまちデータわがまちデータわがまちデータ

増加22人　出生　7人　　　　　転入　15人　　　
【男1人　女6人】 【男10人　女5人】

減少44人　死亡　26人　　　　 転出　18人
【男11人　女15人】 【男9人　女9人】



滷広報くろしお  №5　2006（平成18）年8月号

　
黒
潮
町
の
二
〇
〇
六
（
平
成
十
八
）

年
度
一
般
会
計
当
初
予
算
は
、
八
二

億
七
一
〇
〇
万
円
で
、
前
年
度
比
（
旧

両
町
合
算
）
二
〇
・
五
％
（
一
四
億

七
〇
七
万
八
千
円
）
の
増
額
と
な
り

ま
し
た
。

　
国
民
健
康
保
険
な
ど
十
の
特
別
会

計
を
加
え
て
重
複
分
を
除
い
た
純
合

計
は
一
三
一
億
四
七
七
四
万
円
で
同

一
〇
・
八
％
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
地
方
交
付
税
の
減
少
な
ど
厳
し
い

財
政
状
況
の
中
で
、
臨
時
財
政
対
策

債
の
発
行
や
財
政
調
整
基
金
お
よ
び

特
定
目
的
基
金
か
ら
の
繰
り
入
れ
に

よ
り
、
旧
両
町
の
バ
ラ
ン
ス
あ
る
ま

ち
づ
く
り
を
確
保
す
る
た
め
継
続
事

業
を
優
先
し
、
福
祉
や
防
災
な
ど
必

要
な
事
業
を
各
所
に
盛
り
込
ん
だ
予

算
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
黒
潮
町
建
設
推
進
基
金
を

創
設
し
、
黒
潮
町
の
ま
ち
づ
く
り
推

進
の
た
め
、
合
併
特
例
債
（
基
金
）

一
〇
億
一
六
〇
〇
万
円
を
積
み
立
て

る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
歳
入
は
、
町
税
七
億
五
八
七
三
万

九
千
円
（
前
年
度
比
四
・
一
％
増
）

な
ど
、
自
主
財
源
が
一
三
億
九
〇
五

五
万
七
千
円
（
構
成
比
一
六
・
九
％
）。

　
地
方
交
付
税
三
五
億
三
〇
〇
〇
万

円
（
前
年
度
比
九
・
一
％
増
）
な
ど

依
存
財
源
は
六
八
億
八
〇
四
四
万
三

千
円
（
構
成
比
八
三
・
一
％
）
を
見

込
ん
で
い
ま
す
。

　
合
併
特
例
債
基
金
分
一
〇
億
一
六

〇
〇
万
円
の
借
入
を
含
む
町
債
は
一

七
億
九
〇
万
円
（
前
年
度
比
一
三
七
・

七
％
増
）
で
、
そ
の
う
ち
臨
時
財
政

対
策
債
（
赤
字
地
方
債
）
は
二
億
七

九
〇
〇
万
円
、
三
〇
〇
〇
万
円
の
減

（
前
年
度
比
九
・
七
％
減
）。
合
併
特

例
事
業
債
一
億
一
〇
二
〇
万
円
。
過

疎
対
策
事
業
債
八
〇
〇
〇
万
円
。
辺

地
対
策
事
業
債
五
六
三
〇
万
円
。
二

〇
〇
五
（
平
成
十
七
）
年
度
末
の
起

債
制
限
比
率
は
、
九
・
〇
％
を
見
込

ん
で
い
ま
す
。

　
基
金
の
繰
入
額
は
二
億
四
七
三
一

万
五
千
円
（
前
年
度
比
五
九
・
一
％

減
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
内
財

政
調
整
基
金
は
八
七
七
二
万
七
千
円

の
取
崩
し
と
な
り
、
二
〇
〇
六
（
平

成
十
八
）
年
度
末
の
基
金
残
高
は
、

財
政
調
整
基
金
八
億
一
四
七
四
万
五

千
円
と
な
り
ま
し
た
。

当初予算を報告します。
2006（平成18）年度

黒潮町の2006（平成18）年度一般会計当初予算は82億7,100万円で、前年度比（旧両町合算）
20.5％（14億707万8千円）の増額となりました。

予
算
編
成
の
概
要

歳
　
入

※1　その他自主財源内訳

予　算　額

財　産　収　入 412万3千円

※2　その他依存財源内訳

予　算　額

地　方　譲　与　税 1億6,490万円

利　子　割　交　付　金 570万円

配　当　割　交　付　金 150万円

株式等譲渡所得割交付金 40万円

地方消費税交付金 1億840万円

ゴルフ場利用税交付金 1,080万円

自動車取得税交付金 2,760万円

地方特例交付金 1,160万円

交通安全対策特別交付金 180万円

寄　　　附　　　金 1,707万3千円

繰　　　越　　　金 800万円

諸　　　収　　　入

合計　1億7,016万7千円（2.1%）

合計　3億3,270万円（4.0%）

1億4,097万1千円

繰入金　3.0%
2億4,731万5千円

その他自主財源※1　2.1%
1億7,016万7千円

使用料及び手数料　1.2%
9,940万9千円

歳　入
（82億7,100万円）

町税　9.2%
7億5,873万9千円

地方交付税　42.7%
35億3,000万円

国庫支出金　5.6%
4億6,358万1千円

都道府県支出金
10.3%
8億5,326万2千円

町債　20.5%
17億90万円

依存財源　83.1%
68億8,044万3千円

自主財源　16.9%
13億9,055万7千円

その他依存財源※2　4.0%
3億3,270万円

分担金及び負担金　1.4%
1億1,492万7千円
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歳
　
出

特
別
会
計

高規格道路関連まちづくり交付金事業 1億75万円

中央地区保育所建設事業 1億2,519万3千円

リマ区域漁業施設設置事業 2億4,034万8千円

佐賀漁業集落整備事業 1億477万円

入野漁港漁場整備事業 1億9,442万8千円

町道馬荷線改良事業 3,358万円

町道成又熊野浦線改良事業 3,842万7千円

公営住宅ストック改善事業 4,350万円

防火水槽設置事業 2,200万円

地域整備事業 2,000万円

① 住宅新築資金等貸付事業 2,995万3千円

② 宮川奨学資金 1,872万1千円

③ 国民健康保険事業 16億7,294万4千円

④ 国民健康保険直診 9,133万5千円

⑤ 老人保健事業 21億1,129万7千円

⑥ 介護保険事業 11億5,313万2千円

⑦ 農業集落排水事業 2,885万6千円

⑧ 漁業集落排水事業 981万7千円

⑨ 簡易水道事業 3億3,679万9千円

⑩ 上水道事業 1億3,713万7千円

　
歳
出
で
は
、
人
件
費
、
一
八
億
五

九
六
一
万
円
（
前
年
度
比
三
・
一
％

減
）
と
な
り
、
公
債
費
一
二
億
四
八

四
八
万
九
千
円
な
ど
義
務
的
経
費
が

三
四
億
七
三
七
二
万
三
千
円
（
構
成

比
四
二
・
〇
％
）
、
普
通
建
設
事
業

一
一
億
七
〇
二
五
万
二
千
円
な
ど
投

資
的
経
費
は
一
三
億
七
六
二
万
一
千

円
（
前
年
度
比
三
一
・
九
％
増
）
と

な
り
ま
し
た
。

　
特
別
会
計
は
、
特
定
の
事
業
を
行

う
場
合
に
そ
の
経
費
を
明
確
に
す
る

た
め
、
一
般
会
計
と
区
分
し
設
け
ら

れ
る
会
計
で
す
。

　
黒
潮
町
で
は
、
下
記
表
の
と
お
り

十
の
特
別
会
計
が
あ
り
ま
す
。

　
本
年
度
の
特
別
会
計
予
算
総
額
は
、

純
計
額
を
除
き
四
八
億
七
六
七
四
万

円
と
な
り
ま
し
た
。

お問い合わせ　企画振興課　財務係　蕁43－4500（直通）

歳　出
（82億7,100万円）

議会費　1.5%
1億2,374万8千円

消防費　4.0%
3億2,804万2千円

教育費　6.1%
5億341万4千円

災害復旧費　1.7%
1億3,736万9千円 公債費　15.0%

12億4,848万9千円

土木費　5.3%
4億3,984万2千円

農林水産業費　11.5%
9億4,997万9千円

商工費　0.9%
7,346万4千円

民生費　21.9%
18億1,025万9千円

衛生費　6.5%
5億3,666万6千円

労働費　0.1%
500万円

総務費　25.5%
21億1,472万8千円

【予備費含む（1,053万7千円）】

◆ 特別会計

◆ 主な事業
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本庁担当助役
（大方地域担当助役）

　本　　造
つくるおく もと

佐賀地域担当助役

山本　牧夫
まき おやま もと

　
こ
の
た
び
、
佐
賀
町
・
大
方
町
の

合
併
に
よ
り
、
新
生
「
黒
潮
町
」
が

誕
生
い
た
し
ま
し
た
。

　
つ
き
ま
し
て
は
、
法
定
合
併
協
議

会
委
員
は
も
と
よ
り
、
町
議
会
議
員

の
方
々
や
町
民
の
皆
さ
ま
方
か
ら
貴

重
な
ご
意
見
を
頂
き
、
一
般
行
政
事

務
全
般
の
取
り
ま
と
め
が
で
き
た
こ

と
を
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
現
在
、
行
財
政
は
厳
し
い
状
況
に

あ
り
、
多
く
の
課
題
も
山
積
し
て
お

り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
課
題
を
一
つ

一
つ
職
員
全
員
が
一
丸
と
な
り
、
町

民
の
声
を
反
映
で
き
る
「
実
り
あ
る

行
財
政
改
革
」
を
目
指
す
と
と
も
に
、

町
民
の
皆
さ
ま
方
に
分
か
り
や
す
い

行
財
政
運
営
を
努
め
た
い
考
え
で
お

り
ま
す
。

　
最
後
に
、
町
民
に
信
頼
さ
れ
る
職

場
づ
く
り
の
中
の
一
つ
と
し
て
、
職

員
同
士
の
意
思
疎
通
を
図
る
こ
と
、

ま
た
町
民
の
皆
さ
ま
方
か
ら
も
気
軽

に
声
を
か
け
て
い
た
だ
け
る
「
風
通

し
の
よ
い
環
境
づ
く
り
」
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
微
力
で
あ
り
ま
す
が
、
与
え
ら
れ

た
任
務
を
前
向
き
に
、
し
か
も
建
設

的
に
精
励
す
る
所
存
で
す
の
で
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
佐
賀
地
域
担
当
助
役

と
し
て
就
任
し
、
責
任
の
重
さ
を
痛

感
し
て
い
ま
す
。

　
三
位
一
体
の
改
革
は
、
都
市
部
に

比
べ
て
税
源
の
少
な
い
地
方
自
治
体

に
と
っ
て
大
き
な
格
差
が
生
じ
、
大

変
厳
し
い
状
況
に
置
か
れ
て
い
ま
す
。

　
市
町
村
合
併
も
住
民
に
と
っ
て
苦

渋
の
選
択
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
ま
せ

ん
が
、
合
併
し
た
以
上
は
大
方
、
佐

賀
の
両
地
域
が
一
日
も
早
い
融
和
を

図
り
、
合
併
協
議
会
で
示
さ
れ
た
方

針
と
新
町
建
設
計
画
に
基
づ
い
て
、

黒
潮
町
の
基
礎
づ
く
り
に
努
力
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
為
に
は
、
町
民
、
議
会
、
職

員
が
一
体
と
な
っ
て
十
分
議
論
を
重

ね
、
早
い
時
期
に
事
業
な
ど
の
方
向

性
を
定
め
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と

考
え
ま
す
。

　
町
長
の
指
揮
下
、
働
く
場
の
確
保

に
つ
い
て
も
全
力
で
取
り
組
む
必
要

が
あ
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
方
の
今

後
一
層
の
ご
指
導
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
連
載
二
回
目
は
就
職
活
動
の
そ
の

後
か
ら
始
め
ま
す
。

　
当
時
全
国
的
に
農
地
の
整
備
事
業

が
進
め
ら
れ
、
遅
れ
ば
せ
な
が
ら
大

方
町
で
も
県
営
の
事
業
が
計
画
さ
れ

た
わ
け
で
す
。

　
そ
し
て
、
昭
和
五
十
八
年
四
月
に

「
大
方
町
中
央
地
区
土
地
改
良
区
」

と
い
う
事
務
所
が
正
式
に
発
足
す
る

こ
と
に
伴
っ
て
、
設
立
準
備
会
が
発

足
し
、
そ
の
事
務
職
員
の
募
集
に
応

募
し
ま
し
た
。

　
同
時
に
愛
媛
県
か
ら
妻
を
迎
え
る

準
備
も
進
め
て
い
ま
し
た
。
わ
ず
か

ば
か
り
の
結
納
金
を
持
っ
て
妻
の
実

家
へ
い
き
、
仕
事
の
あ
て
は
あ
る
と

い
う
こ
と
に
し
て
お
り
ま
し
た
の
で
、

な
ん
と
し
て
も
こ
の
仕
事
に
雇
っ
て

も
ら
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う

切
羽
詰
っ
た
状
況
で
し
た
。

　
お
歴
々
の
居
並
ぶ
前
で
面
接
を
受

け
た
の
で
す
が
、
最
後
に
「
私
の
能

力
は
保
障
で
き
ま
せ
ん
が
、
約
束
で

き
る
こ
と
が
ひ
と
つ
あ
り
ま
す
。
」

と
前
置
き
し
て
、「
そ
れ
は
、
も
し

雇
っ
て
頂
け
た
ら
の
こ
と
で
す
が
、

皆
さ
ん
の
方
か
ら
や
め
ろ
と
言
わ
れ

た
ら
一
切
文
句
を
言
わ
ず
に
や
め
ま

す
。
そ
し
て
、
ど
ん
な
こ
と
が
あ
っ

て
も
私
の
方
か
ら
や
め
る
こ
と
は
し

ま
せ
ん
。」

　
さ
て
、
こ
の
約
束
の
せ
い
か
ど
う

か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
や
が
て
採

用
通
知
が
あ
り
、
五
月
の
連
休
明
け

か
ら
役
場
の
産
業
課
の
隅
に
机
を
い

た
だ
い
て
勤
め
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
同
時
に
進
行
し
て
い
た
結
婚
に
つ

い
て
も
、
五
月
の
下
旬
に
自
宅
で
式

を
挙
げ
ま
し
た
。
当
時
は
大
方
で
も

「
ふ
る
さ
と
総
合
セ
ン
タ
ー
」
で
盛

ん
に
結
婚
式
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た

の
で
、
た
ぶ
ん
自
宅
で
挙
式
を
し
た

の
は
こ
れ
が
最
後
で
は
な
か
っ
た
か

と
思
い
ま
す
。

　
こ
う
し
て
三
十
二
歳
の
初
夏
に
、

人
生
の
再
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
わ
け

で
す
が
、
人
生
の
「
ご
わ
さ
ん
で
願

い
ま
し
て
は
」
と
い
う
こ
と
は
た
び

た
び
あ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
経
済
的
に
厳
し
い
も
の
が
あ
り

ま
し
た
。
文
字
通
り
ゼ
ロ
か
ら
の
出

発
で
し
た
が
、
実
家
の
ボ
ロ
家
で
新

婚
生
活
を
始
め
る
に
は
、
妻
に
あ
ま

り
に
も
申
し
訳
な
く
、
団
地
に
家
を

借
り
ま
し
た
。
こ
の
家
賃
が
三
万
五

千
円
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

月
給
は
準
備
段
階
と
い
う
こ
と
も
あ

り
九
万
五
千
円
で
し
た
の
で
、
よ
く

生
活
が
で
き
た
も
の
だ
と
今
で
は
思

い
ま
す
。

　
翌
年
に
は
正
式
に
事
務
所
が
で
き

て
給
料
も
上
が
っ
た
の
で
す
が
、
長

男
が
産
ま
れ
経
済
的
な
苦
労
は
続
き

ま
し
た
が
、
今
思
い
出
す
と
気
持
ち

は
す
が
す
が
し
か
っ
た
よ
う
な
気
が

し
ま
す
。

正
直
のの

人
生
物
語

人
生
物
語

人
生
物
語

波
瀾
万
丈
、

波
瀾
万
丈
、

波
瀾
万
丈
、vol.2

黒
潮
町
助
役

就
任
の
あ
い
さ
つ

黒
潮
町
助
役

就
任
の
あ
い
さ
つ

　
黒
潮
町
広
報
企
画
と
し
て
、

七
月
号
か
ら
町
長
の
コ
ー
ナ
ー

を
作
り
ま
し
た
。
新
し
く
就
任

し
た
下
村
正
直
と
い
う
人
間
が
、

今
ま
で
ど
の
よ
う
に
、
何
を
感

じ
な
が
ら
人
生
を
歩
ん
で
き
た

の
か
を
包
み
隠
さ
ず
語
り
尽
く

す
企
画
で
す
。
ま
た
、
下
村
正

直
の
人
と
な
り
だ
け
で
な
く
、

首
長
と
し
て
考
え
る
、
新
し
く

誕
生
し
た
黒
潮
町
を
ど
う
育
て

て
い
く
の
か
、
こ
れ
か
ら
の
ま

ち
づ
く
り
や
行
政
の
在
り
方
な

ど
幅
広
い
範
囲
で
語
り
、
行
政

内
部
の
動
き
を
知
る
こ
と
の
で

き
る
内
容
に
も
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
企
画
振
興
課
 

企
画
振
興
係

　
蕁
４
３
―
４
５
０
０（
直
通
）
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左から金子俊一さん、孝子さん、俊博さん

ハウスはとても縦に大きく、ミョウガ
の木も背丈の2倍ほどありました。

「スリッパ履いて入ってや。」ハウスの中
が土足厳禁とは驚きでした。

ミョウガの香りがすがすが
しいごはん。ゆでた枝豆を
ちらしてもいいでしょう。

黒
潮
町
特
産
物
探
訪

黒
潮
町
特
産
物
探
訪

黒
潮
町
特
産
物
探
訪

〜
ミ
ョ
ウ
ガ
編
〜

ミョウガと油揚げの
炊き込みごはん

　
ミ
ョ
ウ
ガ
は
、
さ
わ
や
か
な

香
り
と
辛
味
が
特
徴
的
な
夏
の

代
表
的
な
薬
味
の
ひ
と
つ
で
す
。

効
能
・
作
用

①
気
の
め
ぐ
り
を
よ
く
す
る
の

で
イ
ラ
イ
ラ
解
消
・
リ
ラ
ッ

ク
ス
効
果
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

気
の
め
ぐ
り
が
よ
く
な
る
と

血
行
も
よ
く
な
り
ま
す
。

②
食
欲
を
増
進
さ
せ
、
夏
ば
て

を
予
防
す
る
作
用
が
あ
り
ま
す
。

③
風
邪
の
予
防
や
解
毒
効
果
が

あ
り
ま
す
。

★
こ
れ
ら
の
効
能
は
、
同
じ
よ

う
に
さ
わ
や
か
な
香
り
を
持

つ
シ
ソ
や
ハ
ッ
カ
な
ど
に
も

共
通
す
る
も
の
で
す
。

○
合
う
体
質

イ
ラ
イ
ラ
体
質
や
血
行
が
悪

い
方

　
ミ
ョ
ウ
ガ
を
食
べ
る
と
物
忘

れ
が
ひ
ど
く
な
る
と
い
う
の
は
、

名
前
の
由
来
か
ら
き
た
迷
信
だ

そ
う
で
す
。

　
ち
な
み
に
香
り
の
成
分
は
、ア

ル
フ
ァ
ピ
ネ
ン
と
い
っ
て
、
発

汗
や
眠
気
防
止
、
血
流
改
善
な

ど
の
作
用
が
あ
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

　
四
万
十
市
立
中
医
学
研
究
所

　
蕁
３
１
―
５
２
０
２

中
医
学
講
座

中
医
学
講
座

中
医
学
講
座

〜 

薬
食
同
源 

〜

〜 

薬
食
同
源 

〜

　
前
回
の
「
〜
ラ
ッ
キ

ョ
ウ
編
〜
」
に
引
き
続

い
て
、
私
た
ち
の
町
の

特
産
物
、
そ
し
て
、
そ
れ
を
手
が
け

る
生
産
者
を
取
材
し
、
皆
さ
ん
に
紹

介
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
今
月
号
で
は
、
こ
の
季
節
、
薬
味

と
し
て
も
多
く
消
費
さ
れ
る
「
ミ
ョ

ウ
ガ
」
に
注
目
し
て
み
ま
し
た
。

　
高
知
県
の
花
ミ
ョ
ウ
ガ
の
生
産
量

は
全
国
一
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
黒
潮
町
内
で
は
、
ミ
ョ
ウ
ガ
栽
培

を
し
て
い
る
農
家
が
約
十
三
戸
、
栽

培
面
積
は
四
・
八
ヘ
ク
タ
ー
ル
あ
り

ま
す
。
県
内
で
比
較
し
た
出
荷
量
は

そ
れ
ほ
ど
多
い
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
十
数
年
前
か
ら
大
方
地
域
で

は
、
ほ
か
の
農
作
物
か
ら
の
作
目
転

換
な
ど
で
農
家
が
増
え
た
よ
う
で
す
。

　
今
回
取
材
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た

の
は
、
有
機
培
地（
※
１
）
で
ミ
ョ

ウ
ガ
栽
培
を
し
て
い
る
金
子
さ
ん
ご

家
族
で
す
。

　
浮
津
で
ミ
ョ
ウ
ガ
を
栽
培
し
て
い

る
金
子
さ
ん
は
、
二
十
年
ほ
ど
前
ま

で
は
蜷
川
で
イ
チ
ゴ
を
作
っ
て
い
た

そ
う
で
す
。
大
方
地
域
で
も
い
ち
早

く
ミ
ョ
ウ
ガ
作
り
へ
作
目
転
換
し
た

農
家
で
、「
ミ
ョ
ウ
ガ
も
始
め
て
十

年
く
ら
い
は
お
も
し
ろ
か
っ
た
。
今

は
生
産
者
も
増
え
て
き
た
き
ね
ぇ
、

燃
料
代
も
高
く
な
っ
た
し
、
ま
た
新

し
い
こ
と
を
考
え
よ
う
よ
。
」
と
農

業
に
対
し
て
と
て
も
先
進
的
で
、
秘

か
な
挑
戦
心
も
話
し
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。

　
金
子
さ
ん
ご
家
族
の
ミ
ョ
ウ
ガ
の

栽
培
方
法
は
、
「
ダ
ッ
チ
ラ
イ
ト
ハ

ウ
ス
」
と
い
う
普
通
の
ハ
ウ
ス
よ
り

背
の
高
い
栽
培
施
設
で
行
っ
て
お
り
、

年
間
を
通
し
て
生
産
し
て
い
ま
す
。

　
伺
っ
た
時
間
は
、
丁
度
摘
み
取
っ

た
ミ
ョ
ウ
ガ
の
仕
分
け
作
業
を
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
し
た
。

　
商
品
と
し
て
出
さ
れ
る
ミ
ョ
ウ
ガ

は
、
花
が
咲
い
て
し
ま
う
と
、
価
格

が
下
が
る
の
だ
そ
う
で
す
。
「
食
べ

た
ら
同
じ
味
の
ミ
ョ
ウ
ガ
で
も
、
形

や
色
で
値
段
が
変
わ
る
が
よ
。
花
の

咲
い
た
ミ
ョ
ウ
ガ
を
、
古
い
ミ
ョ
ウ

ガ
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
持
つ
消
費
者

も
お
る
み
た
い
や
け
ど
、
ど
れ
も
味

な
ん
か
も
変
わ
り
は
な
い
け
ど
ね
ぇ
。」

ミ
ョ
ウ
ガ
の
紅
の
出
方
も
三
年
に
一

回
く
ら
い
の
ペ
ー
ス
で
基
準
が
変
わ

る
そ
う
で
、
そ
の
基
準
に
応
じ
て
日

照
時
間
の
管
理
な
ど
し
て
い
き
ま
す
。

　
管
理
の
ほ
と
ん
ど
を
機
械
で
自
動

調
整
し
て
い
て
手
間
も
あ
ま
り
か
か

ら
な
い
と
の
事
で
し
た
が
、「
自
動

で
も
機
械
に
デ
ー
タ
を
打
ち
込
み
す

る
け
ん
ね
、
間
違
え
て
失
敗
し
た
こ

と
も
多
い
わ
。
機
械
の
操
作
は
お
ん

ち
ゃ
ん
ら
ぁ
覚
え
る
が
が
難
し
い
。」

と
、
少
し
苦
笑
い
の
金
子
さ
ん
。
気

さ
く
な
お
父
さ
ん
と
元
気
な
お
母
さ

ん
、
頼
り
に
な
る
息
子
さ
ん
ら
が
、

仲
良
く
栽
培
し
て
い
る
ミ
ョ
ウ
ガ
ハ

ウ
ス
で
し
た
。
お
忙
し
い
と
こ
ろ
、

ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

※
１ 

や
し
殻
の
繊
維
で
で
き
た
培
地

（
材
料
四
人
分
）

（
米
　
　
　
　
　
　
　
　
三
カ
ッ
プ

（
A（
水
 

三
カ
ッ
プ
・
薄
口
し
ょ
う
ゆ

　
　
大
さ
じ
四
強
・
酒
 

大
さ
じ
四
）

（
昆
布（
十
セ
ン
チ
角
）　
一
枚

（
油
揚
げ
　
　
　
　
　
　
二
枚

（
ミ
ョ
ウ
ガ
　
　
　
　
　
八
個

（
作
り
方
）

（
①
米
は
洗
い
、
水
（
分
量
外
）
に

つ
け
て
お
く
。

（
②
油
揚
げ
は
縦
半
分
に
切
っ
て
か

ら
一
セ
ン
チ
幅
に
切
り
、
熱
湯

を
か
け
て
油
抜
き
を
す
る
。
ミ

ョ
ウ
ガ
を
縦
六
等
分
く
ら
い
に

切
る
。

（
③
水
気
を
切
っ
た
米
は
、
A
と
昆

布
、
油
揚
げ
を
加
え
て
普
通
に

炊
き
、
蒸
気
が
上
が
っ
て
沸
騰

し
て
き
た
ら
ミ
ョ
ウ
ガ
を
加
え

炊
き
上
げ
る
。

※
参
考
図
書

「
お
い
し
い
ご
は
ん
が
食
べ
た
く

な
っ
た
ら
」（
著
者  

野
崎
洋
光
）
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濱口隆好 区長

田辺　守 区長

カツオのぼり・鯉のぼりのほか、地元漁師から頂
いた大漁旗を川沿いに張っています。

馬荷冷泉は100褄につき100円です。
（24時間営業・セルフサービス）

お
ら
ん
く
自
慢

お
ら
ん
く
自
慢

お
ら
ん
く
自
慢

お
ら
ん
く
自
慢

坂
折
（
佐
賀
地
域
）

人
口
二
〇
九
人
・
世
帯
数
七
六
世
帯

　
「
春
に
は
、
坂
折
の
桜
ロ
ー
ド
を

散
歩
し
な
が
ら
、
の
ん
び
り
と
カ
ツ

オ
の
ぼ
り
・
鯉
の
ぼ
り
を
眺
め
、
冬

の
夜
は
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
な
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。
」

　
『
東
風
吹
か
ば
、
に
お
い
お
こ
せ

よ
梅
の
花
、
あ
る
じ
な
く
と
て
春
を

忘
れ
そ
』
と
、
詠
ん
だ
菅
原
道
実
公

と
曽
我
部
頼
男
命
が
祭
ら
れ
て
い
る

天
満
宮
と
曽
我
神
社
が
坂
折
地
区
内

に
鎮
座
し
ま
す
。
天
満
宮
は
学
問
の

神
様
と
し
て
住
民
の
信
仰
は
厚
く
、

航
海
の
安
全
、
大
漁
、
豊
作
、商
売

繁
盛
、
交
通
安
全
な
ど
を
祈
願
し
て

多
く
の
方
々
に
崇
拝
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
元
旦
に
は
老
若
男
女
を
問
わ
ず
、

午
前
零
時
前
後
か
ら
参
拝
者
が
列
を

連
ね
、
毎
年
秋
の
祭
り
に
は
、
勇
壮

な
神
輿
も
ど
し
や
鼓
踊
り
、
花
取
り

踊
り
が
披
露
さ
れ
、豊
漁
、
豊
作
の

感
謝
を
神
に
捧
げ
ま
す
。

　
そ
の
神
社
が
見
下
ろ
す
伊
与
木
川

で
は
、
四
月
中
旬
か
ら
五
月
中
旬
ま

で
カ
ツ
オ
の
ぼ
り
と
鯉
の
ぼ
り
を
泳

が
す
競
演
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
お

り
、
今
年
で
六
年
目
を
迎
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　
平
成
十
三
年
に
、
三
十
基
の
カ
ツ

オ
の
ぼ
り
と
鯉
の
ぼ
り
の
川
渡
し
か

ら
始
め
、
地
道
に
継
続
さ
せ
る
こ
と

に
よ
り
、
現
在
で
は
、
訪
れ
た
町
内

外
の
方
か
ら
鯉
の
ぼ
り
の
寄
贈
や
、

宝
く
じ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
活
動
助
成

金
事
業
の
補
助
を
受
け
て
、
そ
の
数

を
約
百
三
十
基
と
増
や
し
、
イ
ベ
ン

ト
の
成
長
ぶ
り
も
見
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　
雄
大
に
泳
ぐ
カ
ツ
オ
の
ぼ
り
と
鯉

の
ぼ
り
の
姿
は
、
国
道
を
走
る
車
や

く
ろ
し
お
鉄
道
の
車
窓
か
ら
も
観
覧

す
る
こ
と
が
で
き
、
年
々
来
場
者
の

数
も
増
え
て
き
ま
し
た
。

　
関
東
、
関
西
圏
を
始
め
、
県
内
各

地
区
か
ら
記
念
写
真
撮
影
や
弁
当
を

持
っ
て
の
団
ら
ん
、
保
育
園
児
の
野

外
活
動
な
ど
、
多
く
の
方
々
に
憩
い

の
場
と
し
て
利
用
し
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

　
今
後
は
、
地
区
だ
け
で
な
く
、
黒

潮
町
の
目
玉
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
交
流

人
口
の
増
加
を
期
待
し
、
伊
与
木
川

の
五
月
の
風
物
詩
の
ひ
と
こ
ま
と
な

れ
ば
と
夢
を
描
い
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
そ
の
中
州
で
は
、
年
始
に

か
け
て
年
越
し
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ

ン
の
点
灯
も
行
っ
て
お
り
、
坂
折
の

冬
夜
の
風
景
も
ま
た
格
別
で
あ
り
ま

す
。

　
そ
の
ほ
か
に
は
、
地
区
が
取
り
組

ん
で
お
り
ま
す
「
花
い
っ
ぱ
い
運
動
」

も
緒
に
つ
い
た
ば
か
り
で
あ
り
、
藤

縄
、
中
角
線
の
ロ
ー
タ
リ
ー
花
壇
の

整
備
や
路
側
帯
の
桜
の
植
栽
も
平
成

十
年
に
地
区
の
愛
護
活
動
の
一
環
と

し
て
実
施
し
、
今
で
は
『
坂
折
の
桜

ロ
ー
ド
』
と
誰
が
名
付
け
親
か
は
わ

か
り
ま
せ
ん
が
、
そ
の
桜
並
木
も
地

域
で
は
有
名
に
な
り
ま
し
た
。

　
自
慢
話
に
は
な
ら
な
い
お
ら
ん
く

で
す
が
、
町
内
の
皆
さ
ま
に
ご
紹
介

を
し
ま
し
た
。
坂
折
部
落
を
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
!

　
な
お
、
天
満
宮
曽
我
神
社
の
秋
の

大
祭
は
十
一
月
三
日
（
文
化
の
日
）

で
す
の
で
、
そ
の
節
は
ぜ
ひ
お
立
ち

寄
り
く
だ
さ
い
。

馬
荷
（
大
方
地
域
）

人
口
二
六
八
人
・
世
帯
数
一
〇
三
世
帯

　
「
ぜ
ひ
、
馬
荷
温
泉
（
冷
泉
）
の

ご
利
用
で
健
康
増
進
を
は
か
っ
て
く

だ
さ
い
。
今
年
も
蛎
瀬
川
流
域
の
田

畑
一
面
を
コ
ス
モ
ス
で
い
っ
ぱ
い
に

し
ま
す
。
秋
の
コ
ス
モ
ス
祭
り
を
お

楽
し
み
に
。
」

　
国
道
５６
号
上
田
の
口
バ
イ
パ
ス
よ

り
、
蛎
瀬
川
を
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
約

四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
馬
荷
温
泉
（
冷

泉
）
く
み
上
げ
場
の
看
板
が
目
に
入

り
ま
す
。
こ
れ
よ
り
、
蛎
瀬
川
流
域

に
沿
っ
て
約
七
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
細

長
い
地
域
が
馬
荷
部
落
で
す
。

　
集
落
は
、
下
馬
荷
・
中
馬
荷
・
福

堂
の
三
地
区
で
そ
れ
ぞ
れ
約
三
〇
世

帯
、
合
計
約
二
五
〇
人
余
り
の
地
区

住
民
に
よ
り
生
活
が
営
ま
れ
て
い
ま

す
。

　
基
幹
産
業
は
農
業
、
主
に
稲
作
が

中
心
で
、
数
年
前
、
圃
場
の
整
備
も

完
了
し
、
比
較
的
作
業
も
楽
に
な
っ

た
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

　
当
地
区
も
少
子
高
齢
化
が
進
み
、

平
成
十
七
年
度
末
に
は
、
約
百
三
十

年
余
り
の
歴
史
あ
る
馬
荷
小
学
校
も

休
校
と
な
り
ま
し
た
。
現
在
八
名
の

児
童
が
、
統
合
と
な
っ
た
田
ノ
口
小

学
校
へ
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
で
通
学
を

し
て
い
ま
す
。
寂
し
く
な
り
ま
し
た

が
、
休
校
と
な
っ
た
馬
荷
小
学
校
の

利
活
用
を
関
係
各
位
と
協
議
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

　
さ
て
、
当
地
区
の
「
お
ら
ん
く
自

慢
」
と
い
え
ば
、
古
来
よ
り
の
馬
荷

温
泉
（
冷
泉
）
で
す
。
く
み
上
げ
場

で
は
、
百
リ
ッ
ト
ル
百
円
で
販
売
し

て
い
ま
す
。
（
二
十
四
時
間
営
業
・

ス
タ
ン
ド
形
式
、
セ
ル
フ
サ
ー
ビ
ス
）

　
泉
質
は
ア
ル
カ
リ
性
単
純
硫
黄
泉
、

浴
用
の
適
応
症
は
神
経
痛
、
筋
肉
痛
、

関
節
痛
な
ど
、
約
二
十
症
例
に
お
よ

ぶ
効
能
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
現
在
口
コ
ミ
な
ど
で
、
遠
く
は
土

佐
清
水
市
か
ら
の
お
客
さ
ま
も
あ
り
、

年
々
リ
ピ
ー
タ
ー
も
増
え
て
い
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
健
康
に

も
馬
荷
温
泉
（
冷
泉
）
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

さ
こ
り

う
ま
に

か
き
せ
が
わ

こ

し
も

ど
う

う
ま

に

な
か

ふ
く

う
ま

に

み
こ
し

こ

お
ど

ち

黒
潮
町
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今年もコスモスの種まきを8月末頃に行います。

商品は、大好きなおばあちゃんとの合作です。

　
ま
た
、
昨
年
度
か
ら
、
蛎
瀬
川
流

域
の
三
地
区
（
御
坊
畑
・
大
方
橘
川
・

馬
荷
）
合
同
で
、
蛎
瀬
川
流
域
に
連

な
る
田
畑
へ
コ
ス
モ
ス
の
種
を
ま
き
、

流
域
一
面
が
コ
ス
モ
ス
で
う
も
れ
る

ほ
ど
に
な
っ
た
晩
秋
に
、
馬
荷
小
学

校
を
メ
イ
ン
会
場
と
し
た
コ
ス
モ
ス

祭
り
を
開
催
し
ま
し
た
。
地
区
内
外

か
ら
参
加
者
を
得
て
、
手
作
り
の
と

り
飯
、
チ
ラ
シ
寿
し
、
地
場
産
品
の

販
売
、
山
イ
モ
汁
の
無
料
サ
ー
ビ
ス

が
さ
れ
、
大
変
好
評
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
こ
の
「
コ
ス
モ
ス
祭
り
」
は
、

今
年
も
引
き
続
い
て
開
催
す
る
予
定

で
す
。
ぜ
ひ
、
お
誘
い
あ
わ
せ
の
う

え
、
お
い
で
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
ご

案
内
い
た
し
ま
す
。

　
次
に
、
例
年
三
月
下
旬
か
ら
四
月

中
旬
頃
ま
で
、
ツ
ツ
ジ
山
（
熊
ケ
谷

山
）
は
鮮
や
か
な
ツ
ツ
ジ
が
満
開
に

な
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
子
ど
も
会
と

な
な
た
て
会
（
開
か
れ
た
学
校
づ
く

り
推
進
委
員
会
）
に
よ
る
「
自
然
に

群
生
し
て
い
る
ツ
ツ
ジ
山
（
熊
ケ
谷

山
）
を
、
お
ん
ツ
ツ
ジ
、
め
ん
ツ
ツ

ジ
で
い
っ
ぱ
い
に
し
よ
う
」
を
合
言

葉
に
取
り
組
ん
で
い
る
も
の
で
、
花

が
咲
け
ば
、
地
域
は
も
と
よ
り
行
き

か
う
人
々
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま

す
。

　
ほ
か
に
も
、
弘
法
大
師
よ
り
賜
っ

た
と
さ
れ
る
、
七
立
栗
（
年
に
七
回

実
を
つ
け
る
）
の
特
産
化
に
力
を
注

い
で
い
る
グ
ル
ー
プ
も
あ
り
、
四
季

折
々
の
草
花
を
愛
で
な
が
ら
の
生
活

を
し
て
い
ま
す
。

　
最
後
に
、
下
馬
荷
・
中
馬
荷
・
福

堂
、
三
地
区
そ
れ
ぞ
れ
の
神
社
の
氏

神
様
（
み
こ
し
）
が
一
同
に
集
う
夏

祭
り
秋
祭
り
に
は
、
子
踊
り
な
ど
の

伝
統
行
事
も
催
さ
れ
、
地
域
住
民
の

連
携
お
よ
び
憩
い
の
場
と
な
っ
て
い

ま
す
。
以
上
ま
だ
ま
だ
「
お
ら
ん
く

自
慢
」
も
あ
り
ま
す
が
地
区
の
報
告

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
人
口
お
よ
び
世
帯
数
は
二
〇
〇
六

（
平
成
十
八
）年
六
月
三
十
日
現
在

〈
住
基
調
べ
〉

　
黒
潮
町
は
計
五
十
九
区
の
行

政
区
か
ら
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

　
同
じ
町
内
で
も
、
そ
れ
ぞ
れ

の
地
区
に
、
そ
の
土
地
な
ら
で

は
の
文
化
や
言
い
伝
え
や
歴
史
、

ま
た
、
そ
こ
に
し
か
な
い
風
景
、

食
べ
物
や
料
理
が
あ
り
、
い
ろ

い
ろ
な
活
動
も
行
わ
れ
て
い
た

り
し
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
こ
の
「
お
ら
ん
く

自
慢
」
で
は
、
各
区
長
に
ご
協

力
を
い
た
だ
き
、
管
轄
区
の
自

慢
話
や
紹
介
を
し
て
い
こ
う
と

企
画
し
ま
し
た
。
同
じ
町
内
で

も
、
行
政
区
の
数
以
上
の
新
発

見
が
あ
る
だ
ろ
う
と
今
か
ら
大

い
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、「
私
の
住
む
と
こ
ろ

は
こ
ん
な
お
も
し
ろ
い
も
の
が

あ
る
。
」「
こ
れ
は
私
し
か
知
ら

な
い
の
で
は
？
」
と
い
っ
た
自

分
の
住
む
地
区
の
情
報
を
持
っ

て
い
る
方
に
、
原
稿
作
成
に
ご

協
力
し
て
い
だ
だ
け
る
と
、
も

っ
と
お
も
し
ろ
い
ペ
ー
ジ
に
な

る
と
思
い
ま
す
の
で
、
自
分
の

住
ん
で
い
る
管
轄
区
長
ま
た
は

企
画
振
興
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
企
画
振
興
課
　
企
画
振
興
係

　
蕁
４
３
―
４
５
０
０（
直
通
）

　kikaku@
tow
n.kuroshio.lg.jp

　
道
の
駅
ビ
オ
ス
お
お
が
た
の
一
周

年
記
念
イ
ベ
ン
ト
「
住
民
デ
ィ
レ
ク

タ
ー
が
作
る
黒
潮
テ
レ
ビ
局
」
の
催

し
の
横
で
「
ひ
な
た
屋
」
の
軽
食
販

売
や
金
魚
す
く
い
、
漁
協
伊
田
女
性

部
の
お
じ
ゃ
こ
や
す
り
身
の
天
ぷ
ら

な
ど
町
内
外
か
ら
出
店
さ
れ
た
フ
リ

ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
も
立
ち
並
ん
で
い
ま

し
た
。

　
多
田
真
穂
ち
ゃ
ん
（
伊
与
喜
小
学

校
二
年
生
）
は
、
保
育
所
に
通
う
頃

か
ら
、
貝
殻
集
め
や
も
の
作
り
が
と

て
も
大
好
き
だ
っ
た
そ
う
で
、
今
で

は
道
の
駅
施
設
内
「
ひ
な
た
屋
」
の

一
角
に
「
ま
ほ
ち
ゃ
ん
コ
ー
ナ
ー
」を

構
え
る
ほ
ど
で
す
。

　
イ
ベ
ン
ト
中
の
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
で
は
、
き
れ
い
な
貝
殻
セ
ッ
ト
や
、

貝
殻
で
作
っ
た
オ
ブ
ジ
ェ
な
ど
数
点

を
出
品
し
て
い
ま
し
た
。

　
い
つ
も
、
上
川
口
に
住
む
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
と
一
緒
に
、
材
料
集
め
や
、商

品
作
り
を
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
町
内
の
砂
浜
で
貝
殻
集
め
を
す
る

そ
う
で
す
が
、
中
に
は
驚
く
ほ
ど
大

き
な
貝
殻
や
、
珍
し
い
よ
う
な
も
の

も
あ
り
、
真
穂
ち
ゃ
ん
自
身
が
気
に

入
っ
て
し
ま
い
、
商
品
に
せ
ず
に
飾

っ
て
置
く
こ
と
も
多
々
あ
る
の
だ
と

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
笑
い
な
が
ら
教
え

て
く
れ
ま
し
た
。

　
浜
で
集
め
て
き
た
貝
殻
は
、
漂
白

水
に
漬
け
、
一
日
干
し
し
ま
す
。

　
こ
こ
ま
で
の
作
業
は
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
に
し
て
も
ら
い
ま
す
が
、
あ
と
は

全
て
真
穂
ち
ゃ
ん
の
仕
事
で
す
。
乾

か
し
た
貝
に
ニ
ス
を
塗
っ
て
、
袋
詰

め
に
し
た
り
、
自
ら
考
え
出
し
た
ア

イ
デ
ア
作
品
を
作
っ
て
い
く
の
だ
そ

う
で
す
。

　
貝
殻
集
め
の
ほ
か
に
も
、
春
に
は

山
へ
カ
ブ
ト
ム
シ
の
幼
虫
を
捕
り
に

行
っ
た
り
、
夏
休
み
に
は
タ
コ
ク
ラ

ゲ
を
捕
ま
え
に
行
く
の
だ
と
楽
し
そ

う
に
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
大
好
き
な
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
一
緒
に
、

山
へ
海
へ
と
自
然
を
い
っ
ぱ
い
味
わ

い
な
が
ら
活
動
し
て
い
る
、
か
わ
い

ら
し
い
ち
い
さ
な
手
作
り
や
さ
ん
で

し
た
。

町
の
ち
い
さ
な

　 

手
作
り
や
さ
ん

町
の
ち
い
さ
な

　 

手
作
り
や
さ
ん伊与喜小学校 2年生

多田 真穂ちゃん

お
ん

こ

お
ど
り

ぼ
う
ば
た
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「テープ起こし」作業の様子

プロフィール

金子　英正さん
かね こ ひで まさ

1969（昭和44）年6月27日、
四万十市（旧中村市）生まれ。
大学卒業後、高校の臨時教員
をしている時に交通事故に遭
い車椅子生活となる。2000（平
成12）年、父の実家である黒
潮町（旧大方町）上川口に帰り、
2004（平成16）年から、ＩＴ（情
報通信機器）を利用してテレ
ワーク（※1）で仕事している。

　
黒
潮
町
と
な
っ
て
初
め
て
の
定
例

議
会
で
あ
る
六
月
議
会
。
一
般
質
問

戦
が
行
わ
れ
た
あ
る
日
、
議
会
の
様

子
を
傍
聴
す
る
金
子
英
正
さ
ん
の
姿

が
あ
り
ま
し
た
。

　
今
年
か
ら
黒
潮
町
議
会
の
議
事
録

作
成
と
議
会
便
り
は
、
す
べ
て
ア
ウ

ト
ソ
ー
シ
ン
グ
（
※
2
）
さ
れ
、
特

定
非
営
利
活
動
法
人
N
P
O
砂
浜
美

術
館
（
安
光
平
理
事
長
・
浮
鞭
）
が

業
務
を
請
け
負
う
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
金
子
さ
ん
は
、
そ
の
ス
タ
ッ
フ

の
一
員
と
し
て
業
務
に
あ
た
る
た
め
、

議
会
の
様
子
を
把
握
す
る
た
め
に
、

傍
聴
に
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　
金
子
さ
ん
は
、
主
に
行
政
か
ら
ア

ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
さ
れ
た
、
議
会
や

会
議
の
議
事
録
作
成
（
録
音
さ
れ
た

音
声
を
文
字
に
起
こ
す
「
テ
ー
プ
起

こ
し
」
と
い
わ
れ
る
作
業
）
や
、
民

間
の
会
社
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
コ
ン
テ
ン
ツ
の
作
成
、
広
報

紙
の
作
成
な
ど
を
、
Ｉ
Ｔ
（
情
報
通

信
機
器
）
を
利
用
し
て
自
宅
で
仕
事

（
テ
レ
ワ
ー
ク
）
を
し
て
い
ま
す
。

　
金
子
さ
ん
が
テ
レ
ワ
ー
ク
で
本
格

的
に
仕
事
を
す
る
よ
う
に
な
っ
て
、

ま
だ
二
年
も
た
ち
ま
せ
ん
。
し
か
し

今
で
は
同
じ
よ
う
な
仕
事
を
始
め
た

い
人
た
ち
の
相
談
を
受
け
た
り
、
講

座
の
講
師
を
行
う
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
ま
た
い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
に
招
か

れ
、
こ
の
経
験
の
お
話
な
ど
も
し
て

い
ま
す
。

　
で
も
金
子
さ
ん
が
今
の
よ
う
な
仕

事
を
始
め
る
ま
で
に
は
、
並
々
な
ら

ぬ
苦
労
や
本
人
の
努
力
が
あ
っ
た
よ

う
で
す
。

　
首
か
ら
下
が
麻
痺
と
な
っ
た
金
子

さ
ん
は
、
事
故
後
は
自
分
で
座
る
こ

と
も
食
事
を
と
る
こ
と
も
で
き
な
い
、

重
度
の
障
害
者
と
な
り
ま
し
た
。
高

知
市
内
の
病
院
に
一
年
以
上
入
院
し

た
金
子
さ
ん
は
、
リ
ハ
ビ
リ
の
た
め

に
埼
玉
の
施
設
に
転
院
し
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
何
と
か
一
人
で
食
事
が

で
き
る
く
ら
い
に
な
る
よ
う
に
訓
練

を
受
け
た
そ
う
で
す
。
そ
の
後
、
九

州
の
施
設
に
移
り
、
自
宅
に
帰
っ
て

か
ら
生
活
で
き
る
た
め
の
訓
練
を
受

け
ま
し
た
。

　
や
が
て
そ
の
施
設
も
出
な
け
れ
ば

な
ら
な
く
な
っ
た
時
に
金
子
さ
ん
は
、

も
う
一
度
埼
玉
に
行
っ
て
職
業
訓
練

を
受
け
た
い
と
希
望
し
ま
す
。

　
と
こ
ろ
が
、
彼
の
障
害
の
状
態
を

見
た
埼
玉
の
訓
練
学
校
の
先
生
に
は
、

「
金
子
君
の
よ
う
な
重
度
の
障
害
で

は
、
こ
こ
で
の
訓
練
に
は
耐
え
ら
れ

な
い
。
だ
か
ら
受
け
入
れ
は
で
き
な

い
。」
と
断
ら
れ
ま
す
。

　
し
か
し
金
子
さ
ん
は
、「
自
分
だ

け
で
生
き
て
い
く
こ
と
が
で
き
な
い

ほ
ど
の
重
度
だ
か
ら
こ
そ
、
可
能
性

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
、
そ
の
可
能

性
を
知
り
た
い
。
行
く
だ
け
行
か
せ

て
も
ら
い
た
い
。
だ
め
な
ら
追
い
返

し
て
も
ら
っ
て
も
い
い
。
」
と
、
半

ば
強
引
に
職
業
訓
練
校
に
入
り
ま
す
。

　
ご
家
族
の
方
は
、
耐
え
ら
れ
な
く

て
す
ぐ
に
帰
っ
て
く
る
だ
ろ
う
、
と

思
っ
て
い
た
よ
う
で
す
が
、
金
子
さ

ん
は
最
後
ま
で
頑
張
り
パ
ソ
コ
ン
操

作
の
資
格
を
取
得
し
て
上
川
口
へ
帰

っ
て
き
た
の
で
す
。

　
し
か
し
訓
練
を
受
け
て
取
得
し
た

技
術
を
、
仕
事
で
生
か
す
場
は
ど
こ

に
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
「
こ
ん

な
も
ん
習
っ
て
も
何
に
も
な
ら
ん
の

か
な
ぁ
〜
」
と
、
ま
た
生
き
る
望
み

を
失
う
日
々
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

　
そ
の
よ
う
な
中
で
も
パ
ソ
コ
ン
で

友
達
と
電
子
メ
ー
ル
の
や
り
取
り
を

し
た
り
、
知
り
合
い
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
作
成
を
手
伝
う
な
ど
し
て
い
ま

し
た
が
、
仕
事
と
呼
べ
る
も
の
に
は

な
か
な
か
つ
な
が
ら
な
か
っ
た
よ
う

で
す
。

　
そ
ん
な
金
子
さ
ん
が
本
格
的
に
テ

レ
ワ
ー
ク
で
仕
事
を
す
る
よ
う
に
な

っ
た
き
っ
か
け
は
、
旧
大
方
町
が
進

め
る
、
「
テ
レ
ワ
ー
ク
を
用
い
た
地

域
の
雇
用
や
就
業
機
会
の
創
出
の
た

め
の
行
政
業
務
の
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン

グ
実
証
実
験
」
に
協
力
し
た
こ
と
か

ら
で
し
た
。
そ
の
実
験
の
一
環
で
、

テ
レ
ワ
ー
ク
で
大
方
町
議
会
（
当
時
）

の
議
事
録
の
テ
ー
プ
起
こ
し
を
や
っ

た
の
で
す
。

　
経
験
の
な
い
業
務
で
あ
る
こ
と
に

加
え
、
公
（
お
お
や
け
）
の
業
務
を

仕
事
と
し
て
請
け
負
う
こ
と
に
と
て

も
不
安
を
感
じ
ま
し
た
が
、
議
会
事

務
局
の
方
々
や
、
実
験
に
携
わ
る
多

く
の
方
々
の
支
え
が
あ
っ
て
、
与
え

ら
れ
た
期
間
内
に
成
果
品
を
納
め
る

こ
と
が
で
き
た
そ
う
で
す
。

　
そ
れ
か
ら
は
、
だ
ん
だ
ん
大
方
町

や
高
知
県
の
会
議
録
の
作
成
な
ど
の

仕
事
が
入
り
、
仕
事
を
す
る
時
間
も

増
え
て
き
ま
し
た
。
い
ま
で
は
、
い

ろ
ん
な
人
と
の
交
流
も
活
発
に
な
り
、

充
実
し
た
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。

　
金
子
さ
ん
の
お
母
さ
ん
は
、
二
年

前
に
は
こ
ん
な
時
代
が
来
る
と
は
想

像
も
し
な
か
っ
た
、
と
お
っ
し
ゃ
ら

れ
ま
す
。

　
テ
レ
ワ
ー
ク
で
仕
事
を
始
め
る
前

の
金
子
さ
ん
は
、
原
因
不
明
の
高
熱

が
出
た
り
、
す
ぐ
に
褥
瘡
（
じ
ょ
く

そ
う
）
が
で
き
、
体
調
は
い
つ
も
良

く
な
く
、
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
病
院
に
か

か
っ
て
い
た
そ
う
で
す
が
、
こ
の
仕

事
を
す
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、
高

熱
も
出
ず
褥
瘡
も
で
き
な
く
な
っ
た
、

お
し
っ
こ
も
濁
ら
な
く
な
り
、
本
当

に
元
気
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

　
お
母
さ
ん
は
「
人
の
気
持
ち
が
変

わ
れ
ば
、
肉
質
（
体
）
ま
で
こ
う
も

変
わ
る
も
の
か
と
、
大
変
驚
い
て
い

特 集

テ
レ
ワ
ー
ク
で
仕
事
し
て
い
ま
す
。

テ
レ
ワ
ー
ク
で
仕
事
し
て
い
ま
す
。

テ
レ
ワ
ー
ク
で
仕
事
し
て
い
ま
す
。

テ
レ
ワ
ー
ク
で
仕
事
し
て
い
ま
す
。

ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ

チ
ャ
レ
ン
ジ

テ
レ
ワ
ー
ク
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ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
に
つ
い
て
は
、

前
々
か
ら
費
用
対
効
果
、
町
民
の
就

労
対
策
促
進
な
ど
を
考
慮
し
て
、
取

り
組
ま
ね
ば
な
ら
な
い
と
の
意
見
が

議
員
の
皆
さ
ん
か
ら
出
て
お
り
、
町

の
合
併
が
さ
れ
る
こ
の
節
目
に
、
議

会
議
事
録
と
議
会
広
報
を
ア
ウ
ト
ソ

ー
シ
ン
グ
し
よ
う
と
全
会
一
致
で
決

定
さ
れ
ま
し
た
。

　
旧
大
方
町
議
会
で
、
試
行
的
に
議

事
録
の
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
を
金
子

君
に
し
ま
し
た
。

　
彼
の
仕
事
の
出
来
栄
え
や
コ
ス
ト

面
を
精
査
し
た
と
こ
ろ
、
両
点
に
つ

い
て
何
の
不
都
合
も
な
い
こ
と
、
そ

の
上
、
取
り
組
み
の
姿
勢
も
素
晴
ら

し
い
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

　
身
体
に
障
害
が
あ
っ
て
も
、
彼
の

よ
う
に
「
ヤ
ル
気
」
が
あ
れ
ば
、Ｉ
Ｔ

産
業
の
発
展
・
普
及
に
よ
り
さ
ま
ざ

ま
な
仕
事
が
発
生
し
、
取
り
組
め
る

時
代
と
な
っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も

あ
り
ま
せ
ん
。

　
今
後
、
第
二
、
第
三
の
金
子
君
が

生
ま
れ
る
こ
と
に
ご
期
待
を
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
最
後
に
、
金
子
君
の
奮
闘
に
敬
意

を
表
す
る
と
と
も
に
、
今
後
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
ご
期
待
を
い
た
し
ま

す
。

ま
た
、
金
子
さ
ん
の
取
り
組
み
は
、

多
く
の
方
に
勇
気
と
希
望
を
与
え
る

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
金
子
さ
ん
は
、
同
じ
よ
う
に
テ
レ

ワ
ー
ク
で
仕
事
を
し
て
い
た
だ
け
る

仲
間
を
求
め
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め

に
黒
潮
町
で
は
、
旧
大
方
町
か
ら
引

き
続
き
、
テ
レ
ワ
ー
ク
に
よ
る
雇
用
、

就
業
の
場
の
創
出
に
取
り
組
ん
で
お

り
、
そ
の
た
め
の
講
座
や
セ
ミ
ナ
ー
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
学
べ
る
ｅ
―
ラ

ー
ニ
ン
グ
な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
お
知
り
に
な
り
た
い
方
は
、

黒
潮
町
雇
用
促
進
協
議
会
（
蕁
３
１

―
３
３
４
０
）
ま
で
お
問
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

※
1
　
Ｉ
Ｔ（
情
報
通
信
機
器
）を
使

っ
た
「
時
間
」
と
「
場
所
」
に

縛
ら
れ
な
い
働
き
方

※
2
　
外
部
委
託
、
外
部
調
達

　
最
後
に
お
母
さ
ん
は
こ
う
お
っ
し

ゃ
ら
れ
ま
し
た
。「（
英
正
は
）
テ
レ

ワ
ー
ク
で
命
を
蘇
ら
せ
て
も
ら
っ
た
。

ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
が
命
を
再
び
生

き
返
ら
せ
る
元
に
な
っ
た
。」

　
読
者
の
皆
さ
ん
は
「
な
ん
と
大
げ

さ
な
」
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。

　
し
か
し
、
指
も
足
も
動
か
な
い
身

体
に
な
っ
た
の
だ
か
ら
も
う
仕
方
が

な
い
。
こ
れ
か
ら
の
先
の
こ
と
は
考

え
ま
い
、
と
思
う
毎
日
で
あ
り
、
誰

の
役
に
も
立
て
ず
生
き
て
い
く
こ
と

に
意
味
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
、
と
思

っ
て
い
た
お
母
さ
ん
に
と
っ
て
、
仕

事
を
得
て
体
も
精
神
も
人
間
的
に
回

復
し
、
仕
事
の
納
期
の
こ
と
を
考
え

て
毎
日
の
生
活
を
す
る
今
の
金
子
さ

ん
の
状
況
は
、
以
前
は
予
想
も
し
な

か
っ
た
こ
と
だ
っ
た
の
で
す
。

　
「
画
面
の
向
こ
う
の
人
が
、
障
害

者
か
健
常
者
か
、
女
性
か
男
性
か
、

若
者
か
高
齢
者
か
、
テ
レ
ワ
ー
ク
で

仕
事
す
る
と
き
に
は
何
も
関
係
が
な

い
。
仕
事
の
成
果
が
全
て
。
障
害
者

だ
か
ら
と
言
っ
て
、
仕
事
に
甘
え
は

許
さ
れ
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
や
り
が

い
が
あ
る
。
」
と
金
子
さ
ん
は
言
い

ま
す
。

　
仕
事
が
で
き
る
こ
と
、
そ
の
こ
と

が
消
え
か
け
た
人
の
命
ま
で
も
蘇
ら

せ
る
と
い
う
こ
の
事
実
に
、
私
た
ち

は
学
ぶ
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

に
な
れ
ば
、
生
き
が
い
が
湧
き
、
そ

れ
だ
け
町
が
活
気
づ
い
て
く
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
全
国
に
は
こ

の
よ
う
な
こ
と
を
い
っ
ぱ
い
や
っ
て

み
た
い
と
思
っ
て
い
る
人
が
い
る
と

思
う
。
そ
の
た
め
に
も
人
数
を
増
や

し
て
組
織
化
し
て
、
安
心
し
て
力
が

出
せ
る
よ
う
に
す
る
、
そ
の
こ
と
が

町
の
発
展
に
つ
な
が
る
と
思
う
。
」

ま
た
、「
テ
レ
ワ
ー
ク
は
障
害
が
あ

る
人
だ
け
で
な
く
、
子
育
て
中
の
お

母
さ
ん
な
ど
外
に
出
ら
れ
な
い
人
に

と
っ
て
も
あ
り
が
た
い
働
き
方
。
要

望
が
い
っ
ぱ
い
あ
る
と
思
う
。
息
子

の
例
は
そ
ん
な
人
た
ち
の
希
望
に
な

る
の
で
は
な
い
か
。
だ
か
ら
こ
そ
い

ろ
ん
な
人
に
こ
の
事
実
を
知
っ
て
も

ら
い
た
い
。
」
と
も
お
っ
し
ゃ
ら
れ

ま
し
た
。

ま
す
。」
と
話
さ
れ
ま
す
。

　
以
前
は
あ
ま
り
外
出
し
た
が
ら
な

か
っ
た
た
め
、
散
髪
も
お
母
さ
ん
が

家
で
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
は
散
髪

屋
さ
ん
に
行
き
、
ち
ゃ
ん
と
カ
ッ
ト

し
て
も
ら
う
な
ど
、
お
し
ゃ
れ
に
も

気
を
使
う
よ
う
に
な
っ
た
と
言
い
ま

す
。

　
金
子
さ
ん
の
お
母
さ
ん
は
、
金
子

さ
ん
が
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
さ
れ
た

行
政
業
務
を
テ
レ
ワ
ー
ク
で
行
う
こ

と
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
感
想
を

述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。
「
ア
ウ
ト
ソ

ー
シ
ン
グ
で
行
政
の
仕
事
を
住
民
に

任
せ
る
と
い
う
や
り
方
は
、
地
域
の

活
性
化
、
ま
ち
づ
く
り
に
大
い
に
役

立
つ
と
思
う
。
社
会
の
役
に
立
ち
た

い
と
思
っ
て
も
、
障
害
の
た
め
や
、

家
庭
事
情
で
出
来
な
か
っ
た
人
た
ち

が
そ
れ
に
参
加
で
き
る
と
い
う
こ
と

蘇
っ
た
命

黒
潮
町
議
長
　

篠
田
　
光
男
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佐賀地域
シリーズ②

ま
ち
も
ひ
と
も
元
気
に
な
る
た
め
の

ま
ち
づ
く
り
交
付
金
事
業
計
画

ま
ち
づ
く
り
交
付
金
事
業
計
画

　
前
回
紙
面
に
て
記
述
し
た
よ
う
に

佐
賀
地
域
の
現
状
を
踏
ま
え
、
次
の

こ
と
を
目
標
に
掲
げ
て
ま
ち
づ
く
り

交
付
金
事
業
を
行
い
ま
す
。

（
目
標
１
）

　
若
者
や
Ｕ
・
Ｊ
・
Ｉ
タ
ー
ン
者

が
定
住
で
き
る
生
活
環
境
を
創

出
。
誰
も
が
住
み
続
け
ら
れ
る
・

住
み
た
く
な
る
ま
ち
に
す
る
こ

と
を
目
指
し
て
…

■
上
分
地
区
宅
地
開
発

◇
高
規
格
道
路
整
備
に
よ
る
移
転
者

が
、
現
在
の
部
落
の
ま
と
ま
り
を

く
ず
さ
ず
に
居
住
環
境
レ
ベ
ル
を

維
持
し
な
が
ら
移
転
す
る
宅
地
と

Ｕ
・
Ｊ
・
Ｉ
タ
ー
ン
者
や
若
年
層

の
定
住
を
促
進
す
る
た
め
の
宅
地

を
整
備
し
ま
す
。

◇
住
宅
や
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
デ
ザ
イ

ン
（
※
１
）
は
、
環
境
や
景
観
に

配
慮
し
、
こ
れ
か
ら
の
黒
潮
町
佐

賀
地
域
に
と
っ
て
モ
デ
ル
と
な
る

よ
う
な
も
の
と
し
ま
す
。

◇
宅
地
造
成
と
と
も
に
緑
の
育
成
を

行
い
、
自
然
環
境
の
維
持
修
復
に

最
大
限
配
慮
し
ま
す
。

◇
防
災
安
全
の
確
立
の
た
め
関
連
施

設
と
し
て
、
放
送
施
設
、
備
蓄
倉

庫
な
ど
を
整
備
し
ま
す
。

（
目
標
２
）

　
「
海
」「
山
」
な
ど
の
豊
か
な

自
然
を
活
用
し
、
町
民
だ
け
で

な
く
来
訪
者
も
楽
し
み
、
体
感

で
き
る
こ
と
を
目
指
し
て
…

■
坂
折
公
園
整
備

◇
現
在
伊
与
木
川
の
ほ
と
り
で
は
、

近
隣
住
民
が
自
発
的
に
鯉
の
ぼ
り

や
カ
ツ
オ
の
ぼ
り
を
飾
っ
た
り
、

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
施
し
た
り

し
て
い
ま
す
。
そ
の
場
所
を
自
然

公
園
と
し
て
整
備
し
、
住
民
が
主

体
の
自
然
学
習
活
動
拠
点
と
し
て

も
位
置
づ
け
ま
す
。
ま
た
、
地
域

の
祭
り
や
催
し
物
で
も
活
用
し
ま

す
。

■
社
会
実
験
事
業

◇
佐
賀
地
域
の
自
然
・
文
化
を
体
験

す
る
、
地
元
や
都
市
部
の
子
ど
も

を
対
象
に
し
た
自
然
体
験
学
校
の

開
催
を
支
援
し
ま

す
。
　
　

　
　
ま
ち
づ
く
り
推

進
委
員
会
「
な
ぶ

ら
」
な
ど
地
域
住

民
が
主
体
と
な
っ

て
計
画
・
活
動
が

で
き
る
よ
う
に
人

材
の
育
成
を
し
ま

す
。
　

■
佐
賀
地
域
の
自
然

を
知
る
散
策
な
ど

の
整
備

◇
山
・
川
・
海
な
ど

の
地
域
資
源
を
、

地
域
住
民
も
来
訪

者
も
楽
し
み
、
体

感
で
き
る
フ
ィ
ー

ル
ド
と
し
て
整
備

し
ま
す
。

（
目
標
３
）

　
高
規
格
道
路
整
備
を
契
機
に
、

地
域
資
源
を
生
か
し
て
佐
賀
地

域
を
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
し
、
地

域
経
済
の
振
興
を
図
る
と
と
も

に
、
観
光
客
の
増
加
を
目
指
し

て
…

■
サ
イ
ン
（
標
識
な
ど
）
整
備

◇
高
規
格
道
路
、
国
道
や
駅
前
に
サ

イ
ン
（
標
識
な
ど
）
整
備
を
行
い
、

漁
港
方
面
な
ど
へ
の
観
光
客
の
誘

導
を
図
り
ま
す
。

■
土
佐
佐
賀
駅
前
景
観
整
備

◇
佐
賀
地
域
の
玄
関
口
と
し
て
ふ
さ

わ
し
い
魅
力
的
な
景
観
整
備
を
行

い
ま
す
。

■
漁
港
ら
し
い
景
観
・
建
築
物
の
整

備
誘
導

◇
漁
師
町
ら
し
さ
を
表
す
佐
賀
地
域

の
原
風
景
を
、
大
切
に
生
か
し
た

景
観
整
備
を
行
い
ま
す
。

■
道
の
駅
整
備

◇
高
規
格
道
路
の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
付
近
に
、
美
し
い
自
然
を
生
か

し
た
新
た
な
交
流
、
情
報
発
信
、

防
災
機
能
の
拠
点
と
し
て
「
道
の

駅
」
整
備
を
検
討
し
ま
す
。
地
元

生
産
者
や
地
元
商
工
業
者
な
ど
民

間
産
業
と
の
共
同
事
業
と
し
て
進

め
ま
す
。

■
ま
ち
づ
く
り
人
材
の
育
成

◇
地
元
農
林
漁
業
者
・
商
工
業
者
な

ど
に
よ
る
民
間
共
同
事
業
の
立
ち

上
げ
や
推
進
に
必
要
な
調
査
、
専

門
家
派
遣
を
行
い
ま
す
。

■
ま
ち
の
Ｐ
Ｒ
術
の
向
上

◇
佐
賀
地
域
の
基
幹
事
業
で
あ
る
水

産
業
や
き
の
こ
栽
培
に
ス
ポ
ッ
ト

を
当
て
た
、
地
域
を
ア
ピ
ー
ル
す

る
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
や
情
報
発
信

用
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
を
作
成
し

ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
計
画
は
二
〇
〇
六
（
平

成
十
八
）
年
度
か
ら
二
〇
一
〇
（
平

成
二
十
二
）
年
度
ま
で
の
五
カ
年
を

予
定
し
て
お
り
、
各
事
業
ご
と
に
詳

細
な
検
討
を
行
い
事
業
を
進
め
て
い

く
予
定
で
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
佐
賀
総
合
支
所
 

建
設
課
 

ま
ち
づ
く
り
係

　
蕁
５
５
―
３
７
０
０（
直
通
）

※
１
　
そ
の
土
地
や
地
域
性
に
調
和

し
た
空
間
を
創
る
こ
と
。

か
み
ぶ
ん

さ

こ
り
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総勢21名の新入団員が訓練に初参加しました

高知県南海地震条例づくりワークショップが開催されます。

　
去
る
七
月
二
日
、
上
川
口
の
県
立

幡
多
青
少
年
の
家
を
会
場
に
、
消
防

団
の
夏
季
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
訓
練
は
、
旧
二
町
の
団
員

が
勢
ぞ
ろ
い
し
、「
黒
潮
町
消
防
団
」

と
し
て
始
め
て
の
訓
練
と
な
り
ま
し

た
。

　
ま
た
、
今
回
は
女
性
消
防
隊
の
メ

ン
バ
ー
の
参
加
を
得
ら
れ
、
盛
大
な

訓
練
を
行
う
こ
と
が
で
き
、
こ
れ
か

ら
の
黒
潮
町
の
防
災
体
制
の
充
実
が

期
待
さ
れ
る
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　
新
入
団
員
も
基
本
動
作
を
訓
練
し

た
後
、
先
輩
団
員
や
消
防
署
員
の
指

導
を
受
け
な
が
ら
、
消
防
ポ
ン
プ
を

操
作
し
て
実
際
に
放
水
（
消
火
）
訓

練
を
す
る
な
ど
、
団
員
と
し
て
の
始

め
て
の
訓
練
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。

 　
消
防
団
の
皆
さ
ん
は
、
こ
の
よ
う

に
訓
練
を
重
ね
、
火
災
は
も
と
よ
り
、

こ
れ
か
ら
シ
ー
ズ
ン
と
な
る
台
風
な

ど
の
風
水
害
、
さ
ら
に
は
来
る
べ
き

南
海
地
震
に
備
え
、
地
域
の
防
災
リ

ー
ダ
ー
と
し
て
ま
す
ま
す
頼
れ
る
存

在
と
な
っ
て
い
ま
す
。

  
夏
季
訓
練
の
際
、
二
十
名
の
消
防

団
員
が
人
工
呼
吸
と
心
臓
マ
ッ
サ
ー

ジ
の
心
肺
蘇
生
法
に
加
え
、
Ａ
Ｅ
Ｄ

を
使
用
し
て
救
命
講
習
を
受
講
し
ま

し
た
。

 
今
回
は
四
台
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
訓
練
器
を

使
用
し
、
身
近
に
起
こ
り
う
る
心
停

止
に
よ
る
突
然
死
を
防
ご
う
と
、
参

加
し
た
団
員
た
ち
は
真
剣
に
取
り
組

ん
で
い
ま
し
た
。

※
A
E
D（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）

と
は
…

　
突
然
死
の
死
因
の
ほ
と
ん
ど
は

心
臓
疾
患
で
、
そ
の
大
部
分
は
心

室
細
動
と
い
う
不
整
脈
で
す
。

　
こ
の
心
室
細
動
を
正
常
な
状
態

に
戻
す
唯
一
の
方
法
が
除
細
動
（
心

臓
へ
の
電
気
シ
ョ
ッ
ク
）
で
、
Ａ

Ｅ
Ｄ
は
電
気
シ
ョ
ッ
ク
が
必
要
な

心
臓
の
状
態
を
判
断
し
、
電
気
シ

ョ
ッ
ク
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る

器
械
で
す
。

黒
潮
町
消
防
団
活
動
開
始
!

A
E
D
※
で
救
命
講
習
を
実
施

●このページの記事に関するお問い合わせは、以下にお願いします。

　大方総合支所　総務課　消防防災係　蕁43－2112（直通）　　佐賀総合支所　総務課　総務係　蕁55－3113（直通）

１．開催趣旨
　南海地震から県民の生命、身体（心を含む｡）および財産を守るための条例（以下「南海地震条例」（仮称）という｡）
づくりに県民の意見を反映するため、県民対話型で条例に盛り込むべき内容などを話し合う場（ワークショップ）を
開催します。なお、県民から指摘される課題、意見、解決案、その他の提案、申し出などについては、高知県南海
地震条例づくり検討会（有識者や公募委員の12名で構成される｡）でさらに考え、深め、まとめていき、条例の骨
子案づくりに反映していきます。
２．参加対象者
　県民のうち県内に在住する高校生相当年齢以上の方
３．開催日時および場所
　9月9日（土）13：40～15：40　四万十市立中央公民館　四万十市右山五月町8－22

※このワークショップは、県内10カ所で開催されます。他の会場の日程や申し込み方法、その他詳細については役場
にお問い合わせください。

備
え
て
安
心

備
え
て
安
心

備
え
て
安
心
2

〜
南
海
地
震
な
ど
あ
ら
ゆ
る

　
　
　
　 
災
害
へ
の
備
え
〜

～高知県からのお知らせです～
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佐賀中学校校舎

「
確
か
な
学
力
育
成
の
た
め
の

　
　
実
践
活
動
」
を
と
お
し
て

佐
賀
中
学
校
長
　

岡
本
　
隆
彦

国　語

数　学

英　語

社　会

理　科

67.7

55.0

73.4

52.7

65.1

66.9

１　　　　年 2　　　　年 3　　　　年

58.1

66.3

57.2

63.8

1.01

0.95

1.11

0.92

1.02

74.4

61.1

68.9

65.9

77.5

74.7

57.7

62.2

60.7

69.7

0.99

1.06

1.11

1.09

1.11

71.3

73.9

68.7

61.3

75.1

68.2

66.5

62.0

65.9

74.9

1.05

校　内 全　国 全国比 校　内 全　国 全国比 校　内 全　国 全国比

1.11

1.11

0.93

1.00

教

育

委

員

会

便

り

教

育

委

員

会

便

り

　
今
月
か
ら
、
町
内
の
各
学
校
で
の

特
色
あ
る
取
り
組
み
や
学
力
の
定
着

に
向
け
た
具
体
的
な
実
践
に
つ
い
て

ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　
佐
賀
中
学
校
は
、
二
〇
〇
五
（
平

成
十
七
）
年
度
か
ら
三
カ
年
、「
学

力
向
上
拠
点
事
業
」
の
指
定
を
文
部

科
学
省
か
ら
受
け
、
生
徒
一
人
ひ
と

り
の
確
か
な
学
力
育
成
に
向
け
た
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。
学
力
向

上
に
向
け
た
取
り
組
み
は
、
生
徒
一

人
ひ
と
り
の
進
路
保
障
を
し
て
い
く

と
い
う
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
進
路
保

障
を
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
た
だ
単

に
全
て
の
生
徒
が
高
校
へ
進
学
で
き

る
よ
う
に
す
る
と
い
う
こ
と
で
は
な

く
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
が
自
分
の
行

き
た
い
学
校
へ
行
け
る
よ
う
、
確
か

な
学
力
を
付
け
る
た
め
の
き
め
細
か

な
指
導
・
支
援
を
し
っ
か
り
行
っ
て

い
く
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

　
本
校
で
は
そ
の
た
め
の
取
り
組
み

と
し
て
、
数
学
科
と
英
語
科
で
の
コ

ー
ス
選
択
制
授
業
や
、
分
割
授
業
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
基
礎
学

力
の
定
着
を
目
的
と
し
て
、
放
課
後

に
、
基
礎
タ
イ
ム
（
Ｋ
Ｔ
）
を
設
定

し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

● 

コ
ー
ス
選
択
制
授
業

　
数
学
科
・
英
語
科
と
も
に
、
教
科

担
当
教
員
の
助
言
を
受
け
つ
つ
、
生

徒
自
身
が
自
ら
の
課
題
に
応
じ
た
コ

ー
ス
を
選
択
す
る
授
業
で
す
。
本
年

度
は
、
数
学
科
は
昨
年
同
様
三
コ
ー

ス
で
行
い
ま
す
が
、
英
語
科
は
教
員

の
配
置
数
の
問
題
も
あ
り
、
二
コ
ー

ス
で
の
実
施
と
な
り
ま
し
た
。

● 

分
割
授
業

　
三
年
生
は
一
学
級
で
三
十
七
名
と

い
う
こ
と
も
あ
り
、
本
年
度
も
特
に

進
路
決
定
の
学
年
で
も
あ
る
と
い
う

こ
と
か
ら
、
昨
年
同
様
ほ
と
ん
ど
の

教
科
で
学
級
を
分
割
し
て
、
少
人
数

に
よ
る
き
め
細
か
な
指
導
・
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。

● 

基
礎
タ
イ
ム
（
K
T
）

　
国
語
、
数
学
、
英
語
の
基
礎
・
基

本
の
徹
底
を
目
的
と
し
て
、
水
曜
日

を
除
く
四
日
間
、
放
課
後
の
十
五
分

間
を
利
用
し
て
、
一
日
一
教
科
、
三

教
科
を
輪
番
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

三
教
科
と
も
に
年
度
当
初
に
取
り
組

む
内
容
を
決
め
、
年
度
の
初
め
と
学

期
の
終
わ
り
に
そ
の
定
着
状
況
を
知

り
、
以
後
の
指
導
・
支
援
に
生
か
す

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
基
礎
学
力
チ

ェ
ッ
ク
テ
ス
ト
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
指
導
方
法
の
工
夫
改
善

や
授
業
改
善
、
生
徒
自
ら
の
学
力
向

上
に
対
す
る
取
り
組
み
な
ど
に
よ
っ

て
、
生
徒
た
ち
は
着
実
に
学
力
を
付

け
て
き
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

 
例
え
ば
、
県
内
の
ほ
ぼ
全
て
の
学

校
で
実
施
し
て
い
ま
す
到
達
度
把
握

検
査
（
Ｃ
Ｒ
Ｔ
）
を
、
本
校
は
毎
年

二
月
に
行
っ
て
い
ま
す
が
、
ほ
と
ん

ど
の
教
科
が
全
国
平
均
以
上
か
全
国

平
均
並
に
な
っ
て
く
る
な
ど
、
課
題

も
あ
り
ま
す
が
、
徐
々
に
結
果
が
出

て
き
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
う
し
た

学
力
向
上
に
よ
る
結
果
と
し
て
、
昨

年
度
の
進
路
状
況
は
、
全
生
徒
が
行

け
る
高
校
で
は
な
く
、
行
き
た
い
高

校
へ
の
進
学
を
果
た
す
事
が
で
き
ま

し
た
。
 
 

　
こ
こ
で
は
紙
面
の
都
合
も
あ
り
ま

す
の
で
、
本
校
の
学
力
の
現
状
の
一

端
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
昨
年

度
末
実
施
し
ま
し
た
、
Ｃ
Ｒ
Ｔ
の
結

果
の
み
を
公
表
し
ま
す
。

※
学
校
の
取
り
組
み
を
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
て
公
開
し
て
い
ま
す
の
で
ご

覧
く
だ
さ
い
。
今
後
と
も
佐
賀
中

学
校
の
取
り
組
み
へ
の
ご
支
援
と

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　http://w
w

w
.kochinet.ed.jp/saga-j/

◎到達度把握検査（ＣＲＴ）の結果
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「辞書で引いた言葉には付箋を貼っています。（2年生）」

「
地
域
に
信
頼
さ
れ
る

    

学
校
づ
く
り
」
を
め
ざ
し
て

拳
ノ
川
小
学
校
長
　

松
本
　
治
彦

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル

 
 
 
 

推
進
事
業
校
の
取
り
組
み

　
本
校
は
、
昨
年
度
か
ら
「
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
推
進
事
業
校
」
と

し
て
二
年
間
の
文
部
科
学
省
の
指
定

を
受
け
て
、
次
の
三
つ
の
調
査
研
究

課
題
を
中
心
に
研
究
を
進
め
て
い
ま

す
。

①
基
礎
基
本
の
確
実
な
定
着
と
学
力

の
向
上

②
基
本
的
生
活
習
慣
の
確
立

③
地
域
の
教
育
力
・
子
育
て
力
の
再

生
・
向
上

◆
基
礎
基
本
の
確
実
な
定
着
と
学
力

の
向
上
に
向
け
た
取
り
組
み

　
本
校
は
、
基
礎
基
本
の
確
実
な
定

着
を
め
ざ
し
て
、
基
礎
学
力
タ
イ
ム

（
読
書
・
計
算
・
漢
字
）
各
十
分
間

を
校
時
表
に
位
置
づ
け
て
日
々
継
続

的
に
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

 
さ
ら
に
、
す
べ
て
の
学
力
の
も
と

と
な
る
豊
か
な
語
彙
の
獲
得
に
向
け

て
、
国
語
辞
典
を
全
学
年
に
、
漢
字

辞
典
は
四
年
生
以
上
に
持
た
せ
て
常

時
活
用
に
心
が
け
た
取
り
組
み
も
行

っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
校
内
研
究
に
お
い
て
は
「
意

欲
を
ひ
き
だ
す
授
業
づ
く
り
」
を
目

指
し
、
積
極
的
に
外
部
講
師
を
招
聘

し
、
授
業
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
度
の
Ｃ
Ｒ
Ｔ
の
結
果
に
つ
い
て

は
、
国
語
・
算
数
と
も
に
全
校
平
均

値
は
全
国
平
均
を
上
回
る
状
況
に
あ

り
、
前
年
度
課
題
で
あ
っ
た
「
関
心
・

意
欲
・
態
度
」
も
国
語
科
（
七
ポ
イ

ン
ト
）、
算
数
科
（
十
九
ポ
イ
ン
ト
）

と
と
も
に
向
上
し
て
き
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
漢
字
力
に
つ
い
て
も
、
年

度
末
に
実
施
し
た
各
学
年
の
新
出
漢

字
の
定
着
度
テ
ス
ト
に
お
い
て
、
読

み
、
書
き
と
も
に
全
校
平
均
値
が
九

割
を
超
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

◆
地
域
の
教
育
力
・
子
育
て
力
の
再

生
・
向
上
に
向
け
た
取
り
組
み

　　
地
域
に
信
頼
さ
れ
る
学
校
づ
く
り

を
進
め
る
た
め
に
、
学
校
を
よ
り
地

域
に
開
き
、
拳
ノ
川
地
域
の
豊
か
な

教
育
力
や
人
材
・
教
材
を
活
用
し
て
、

地
域
や
保
護
者
の
皆
さ
ん
と
と
も
に

豊
か
な
教
育
活
動
を
作
り
上
げ
て
い

く
取
り
組
み
と
し
て
、
本
年
度
「
地

域
で
腕
ま
く
り
」
推
進
委
員
会
を
立

ち
上
げ
ま
し
た
。

　
今
ま
で
は
、
地
域
や
保
護
者
の
方

は
学
校
行
事
な
ど
に
【
参
加
】
を
し

て
お
手
伝
い
を
し
て
い
た
だ
く
と
い

う
よ
う
な
も
の
で
し
た
が
、
こ
れ
か

ら
は
さ
ら
に
一
歩
進
め
て
学
校
の
教

育
活
動
な
ど
に
積
極
的
に
計
画
の
段

階
か
ら【
参
画
】
し
て
い
た
だ
き
、学

校
と
一
緒
に
な
っ
て
拳
ノ
川
な
ら
で

は
の
「
特
色
あ
る
教
育
活
動
」
を
と

も
に
つ
く
り
上
げ
て
い
く
こ
と
を
願

っ
た
取
り
組
み
で
す
。

　
実
際
に
地
域
や
保
護
者
の
方
と
、

教
育
活
動
を
つ
く
り
上
げ
て
い
く
こ

と
を
通
し
て
、
子
ど
も
た
ち
と
直
に

触
れ
合
い
、
教
え
る
喜
び
や
と
も
に

学
ぶ
楽
し
さ
を
共
有
し
な
が
ら
、
学

校
も
元
気
に
な
る
、
さ
ら
に
地
域
も

元
気
に
な
る
双
方
向
の
取
り
組
み
で

す
。
そ
こ
で
、
三
つ
の
学
習
テ
ー
マ

を
設
け
て
そ
れ
ぞ
れ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
が
活
動
を
始
め
て
い
ま
す
。

①
自
然
・
環
境
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

《
ふ
る
さ
と
の
誇
り
・
人
・
物
・

自
然
》
自
然
観
察
・
体
験
・
労
働
・

喜
び
・
苦
労
・
工
夫
・
農
業
・
産

業
な
ど
を
題
材
に
し
て
学
び
ま
す
。

②
学
び
・
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

《
一
緒
に
学
ぼ
う
》
地
域
の
文
化
、

誇
り
、
知
恵
、
伝
統
、
歴
史
、
人

物
、
体
験
な
ど
を
題
材
に
し
て
学

び
ま
す
。

③
健
康
・
福
祉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

《
い
き
い
き
・
笑
顔
・
ふ
れ
あ
い
》

ふ
れ
あ
い
・
命
・
安
全
・
健
康
・

食
育
な
ど
を
題
材
に
し
て
学
び
ま

す
。

　
ま
た
、
全
体
で
の
取
り
組
み
と

し
て
は
、
子
ど
も
た
ち
の
健
全
育

成
と
登
下
校
時
の
安
全
（
不
審
者

対
策
・
交
通
安
全
）
の
確
保
の
た

め
に
「
あ
い
さ
つ
声
か
け
運
動
」

「
交
通
安
全
運
動
」
の
推
進
を
行

っ
て
い
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
教
育
委
員
会

 
蕁
４
３
―
１
０
５
９（
直
通
）

三者合同コミュニティ構想図

学び・文化
コミュニティ

地域
保護者
学校

子どもたちに豊かな学びを
地域学習…地域の誇り

ふれあい…コミュニケーション能力
共に育ちあう地域づくり

自然・環境
コミュニティ

健康・福祉
コミュニティ

次
号
は
、

　
「
伊
与
喜
小
学
校
」
と
「
伊

田
小
学
校
」
の
取
り
組
み
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

ご

し
ょ
う
へ
い

い
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あ
な
た
も
国
民
年
金
の
額
を
増
や
し
ま
せ
ん
か
？

あ
な
た
も
国
民
年
金
の
額
を
増
や
し
ま
せ
ん
か
？

あ
な
た
も
国
民
年
金
の
額
を
増
や
し
ま
せ
ん
か
？

国民年金

八
月
十
日（
木
）
　

九
月
十
四
日（
木
）

午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

場
所
　
総
合
セ
ン
タ
ー

　
　
　
一
階
　
第
一
研
修
室

（
役
場
佐
賀
庁
舎
前
）

（
お
詫
び
と
訂
正
）

先
月
号
で
お
知
ら
せ
し
た
七
月

の
日
程
が
誤
っ
て
い
ま
し
た
。

大
変
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
し

た
こ
と
を
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

（
　
七
月
十
三
日
）

ね
ん
き
ん
相
談

ね
ん
き
ん
相
談

　
高
知
県
で
は
、
二
〇
〇
六
（
平
成

十
八
）
年
十
月
ま
で
に
地
上
デ
ジ
タ

ル
放
送
が
開
始
さ
れ
ま
す
。

　
現
行
の
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
放
送
は
、

二
〇
一
一
（
平
成
二
十
三
）
年
七
月

二
十
四
日
ま
で
に
終
了
い
た
し
ま
す
。

　
地
上
テ
レ
ビ
放
送
の
デ
ジ
タ
ル
化

に
よ
り
、
ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
に
よ
る
高

精
細
な
画
像
を
は
じ
め
と
し
た
、
今

ま
で
に
な
い
高
度
で
多
彩
な
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
現
在
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
放

送
で
利
用
し
て
い
る
周
波
数
の
一
部

を
携
帯
電
話
や
新
た
な
無
線
サ
ー
ビ

ス
な
ど
で
利
用
す
る
こ
と
が
可
能
と

な
り
、
関
連
産
業
へ
の
大
き
な
経
済

波
及
効
果
も
期
待
で
き
ま
す
。

　
年
金
額
を
増
や
し
た
い
方
に
は
、

付
加
年
金
が
あ
り
ま
す
。

　
付
加
年
金
は
定
額
保
険
料
（
一
万

三
八
六
〇
円
）
に
加
え
、
付
加
保
険

料
（
四
〇
〇
円
）
を
納
め
る
こ
と
に

よ
り
、
将
来
の
年
金
額
に
付
加
年
金

が
加
算
さ
れ
る
制
度
で
す
。
受
給
額

は
二
〇
〇
円
×
付
加
保
険
料
納
付
月

数
で
計
算
し
ま
す
。
た
と
え
ば
、
四

十
年
間
（
四
百
八
十
月
）
付
加
保
険

料
一
九
万
二
千
円
を
納
め
る
と
、
満

額
の
基
礎
年
金
額
七
九
万
二
、一
〇

〇
円
に
、
付
加
年
金
額
九
万
六
千
円

が
加
算
さ
れ
八
八
万
八
、一
〇
〇
円

の
年
金
が
受
け
取
れ
大
変
お
得
に
な

っ
て
い
ま
す
し
、
納
め
た
保
険
料
は

二
年
で
元
が
取
れ
ま
す
。

　
加
入
で
き
る
の
は
、
一
号
被
保
険

者
の
み
で
、
三
号
被
保
険
者
は
加
入

で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
一
号
被
保
険

者
で
も
国
民
年
金
基
金
加
入
者
は
加

入
で
き
ま
せ
ん
。
加
入
と
辞
退
は
申

し
出
に
よ
り
ま
す
。
定
額
保
険
料
と

合
わ
せ
て
納
め
る
こ
と
が
条
件
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　
国
民
年
金
は
、
二
十
歳
か
ら
六
十

歳
ま
で
の
四
十
年
間
（
四
百
八
十
月
）

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
に
よ
り
（
三

号
被
保
険
者
期
間
を
含
む
）、
満
額

の
老
齢
基
礎
年
金
（
七
九
万
二
一
〇

〇
円
）
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
し
か
し

な
が
ら
、
未
納
期
間
が
あ
る
と
年
金

額
が
少
な
く
な
り
ま
す
し
、
保
険
料

を
納
め
た
期
間
な
ど
（
保
険
料
免
除
・

猶
予
・
学
生
納
付
特
例
の
期
間
を
含

む
）
が
二
十
五
年
以
上
な
い
と
、
年

金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る

場
合
も
あ
り
ま
す
。

 
任
意
加
入
は
、
六
十
歳
ま
で
に
二

十
五
年
の
受
給
資
格
期
間
を
満
た
せ

な
い
方
や
、
受
給
資
格
期
間
は
満
た

し
て
い
る
が
、
未
納
期
間
が
あ
る
た

め
満
額
に
な
ら
な
い
方
が
、
申
し
出

を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
年
金
額
を
増

や
す
た
め
に
六
十
歳
以
降
も
引
き
続

き
、
最
高
六
十
五
歳
ま
で
国
民
年
金

に
任
意
に
加
入
で
き
る
制
度
で
す
。

た
だ
し
、
四
百
八
十
月
以
上
は
納
め

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
な
お
、
昭
和
四
十
年
四
月
一
日
以

前
生
ま
れ
の
方
は
、
六
十
五
歳
ま
で

に
受
給
資
格
期
間
を
満
た
せ
な
か
っ

た
場
合
、
七
十
歳
ま
で
任
意
加
入
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

 
年
金
額
を
増
や
し
た
い
方
、
期
間

が
足
り
な
い
と
年
金
を
諦
め
か
け
て

い
る
方
は
役
場
担
当
窓
口
、
高
知
社

会
保
険
事
務
局
幡
多
事
務
所
ま
で
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

●
第
二
月
曜
日
は
、
高
知
社
会
保
険

事
務
局
幡
多
事
務
所
に
お
い
て
、午

後
七
時
ま
で
受
付
時
間
を
延
長
し

て
年
金
相
談
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

●
第
二
土
曜
日
は
年
金
相
談
日

八
月
十
二
日
（
土
）
は
、
高
知
社

会
保
険
事
務
局
幡
多
事
務
所
に
お

い
て
、
午
前
九
時
半
か
ら
午
後
四

時
ま
で
年
金
相
談
を
行
っ
て
お
り

ま
す
。
通
常
よ
り
混
雑
も
少
な
い

と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
お

気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
高
知
社
会
保
険
事
務
局
　

幡
多
事
務
所

蕁
３
４
―
１
６
１
６

◎
国
民
年
金
保
険
料
は
翌
月
末
が
納

付
期
限
で
す
。
期
限
内
に
納
め
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

◎
国
民
年
金
保
険
料
の
支
払
い
は
、

便
利
で
お
得
な
『
口
座
振
替
』
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

な
ぜ
、地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放
送

に
移
行
す
る
の
？

◆ 総務省地上デジタルテレビジョン放送受信相談センター
　蕁0570－07－0101
　　（平日9:00～21:00、土･日･祝日9:00～18:00）
　http://www.soumu.go.jp/

◆ 譖地上デジタル放送推進協会（D－PA）
　http://www.d-pa.org/

地上デジタル放送に関するお問い合せ先地上デジタル放送に関するお問い合せ先地上デジタル放送に関するお問い合せ先

任
意
加
入
制
度

土
曜
日
・
時
間
外
の
年
金
相
談
の
お
知
ら
せ（
八
月
）

付
加
年
金

正
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地域密着型サービス

介護保険広報シリーズ潸介護保険介護保険介護保険 ガイ ド
　今回は、「地域密着型サービス」についてご紹介します。

◆地域密着型サービスとは
　介護保険法の改正により2006（平成18）年4月から新たなサービス体系として「地域密着型サービス」
が創設されました。この地域密着型サービスは、認知症高齢者や一人暮らしの高齢者の増加などを踏ま
え、高齢者が要介護状態となっても、可能な限り住み慣れた地域で生活を継続できるように、身近な生
活圏域（日常生活圏域）ごとにサービスの拠点をつくり、地域の実情にあわせて市町村（保険者）が必要
量を計画し、整備していきます。
　また、市町村(保険者)が事業者の指定を行い、指定した市町村の被保険者のみがサービスを利用でき
ます。(既にあるサービスで地域密着型サービスに分類されることとなったサービスについては、そのサ
ービス事業所の所在地市町村が指定することとなっています。)

◆黒潮町の方が利用できるサービス
　　現在、黒潮町で指定している地域密着型サービスは、下記のとおりです。

◆黒潮町の地域密着型サービス整備計画
　黒潮町では、日常生活圏域を大方地区・佐賀地区に設定し、第3期黒潮町介護保険事業計画2006（平
成18）～2008（平成20）年度において、下記のとおり整備を計画しています。

注)「グループホームゆうき」「グループホームわいず」については、四万十町・四万十市に同意(条件付)を得て、黒潮町地域密着型サービス運営
委員会で協議して指定することとなりました。

　ただし認知症対応型共同生活介護については、町内で大方地区に1ユニット（9床）あるのみで、常に満床
で待機者がいる状態であり、認知症対応型共同生活介護事業所の整備が急がれていますので、2006（平成
18）年度に1ユニット（9床）、2007（平成19）年度以降に1ユニット（9床）整備する予定としています。

○お問い合わせ　大方総合支所　健康福祉課  介護保険係　蕁43－2116（直通）
　　　　　　　　佐賀総合支所　町　民　課  保険福祉係　蕁55－3112（直通）

地域密着型サービスの対象となるのは、以下の6種類のサービスです。

黒潮町の被保険者については、下記以外の地域密着型サービスは現在の
ところ利用することができませんのでご注意下さい。なお、入所を希望
される場合は、下記事業所へお問い合わせください。

認知症対応型共同生活介護 大方地区 「グループホーム優夏」
黒潮町入野石立3512－2　蕁0880－31－3307

1ユニット
（9床）

サービスの種類 生活圏域 サービス事業所 定員等

計画年度 サービスの種類 生活圏域 定員等

2008（平成20）年度

認知症対応型共同生活介護 大方地区 １ユニット（9床）

認知症対応型共同生活介護 佐賀地区 １ユニット（9床）

小規模多機能型居宅介護 大方地区 登録人数23人

認知症対応型共同生活介護 ― 「グループホームゆうき」
四万十町仁井田字コムカイ199－1 蕁0880－29－7166

2床以内

認知症対応型共同生活介護 ― 「グループホームわいず」
四万十市中村大橋通6－7－5　蕁0880－34－5335

2床以内

①小規模多機能型居宅介護
②夜間対応型訪問介護
③地域密着型介護老人福祉施設入所者生活介護（小規模〈定員29人以下〉の特別養護老人ホーム）
④地域密着型特定施設入居者生活介護（小規模〈定員29人以下〉の介護専用型特定施設）
⑤認知症対応型共同生活介護（認知症高齢者グループホーム）
⑥認知症対応型通所介護
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健
康
カ
レ
ン
ダ
ー

大
方
地
域

健
康
で
元
気
な
か
ら
だ
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
!

八
月
中
旬
か
ら
九
月
中
旬
ま
で
の
健
康
に
関
す
る
行
事
予
定
を

表
示
し
て
い
ま
す
。

行
事
予
定
は
変
更
と
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ

め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

29日（火）

30日（水）

鞭老人憩の家
（浮津・鞭・口湊川・奥湊川地区対象）

※8：00～09：00
胃　が　ん　検　診

注）表中の※印は、受付時間となります。

　
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
、
理
想
的
な
有

酸
素
運
動
で
す
。
生
活
習
慣
病
や
骨

粗
鬆
症
の
予
防
・
疲
労
回
復
・
ス
ト

レ
ス
解
消
な
ど
に
効
果
が
あ
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
入
野
松
原
の
自
然
を
楽
し
み
な
が

ら
、
自
分
の
ペ
ー
ス
で
続
け
ら
れ
る

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
あ
な
た
も
始
め
て

み
ま
せ
ん
か
。

　
黒
潮
町
健
康
づ
く
り
推
進
委
員
が

中
心
と
な
っ
て
、
み
な
さ
ん
の
健
康

づ
く
り
の
き
っ
か
け
を
サ
ポ
ー
ト
し

ま
す
。

◆
日
時

　
毎
週
月
曜
日
・
午
前
十
時
集
合

（
祝
日
・
雨
天
中
止
）

◆
集
合
場
所

　
あ
か
つ
き
館
駐
車
場

◆
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス

入
野
松
原
の
木
陰
を
一
時
間
程
歩

き
ま
す
。

◆
そ
の
他

参
加
は
自
由
で
す
。
お
申
し
込
み

の
必
要
も
あ
り
ま
せ
ん
。

帽
子
・
タ
オ
ル
な
ど
は
各
自
お
持

ち
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ
先

　
大
方
総
合
支
所
　
健
康
福
祉
課
　
保
健
衛
生
係

蕁
４
３
―
２
８
３
６（
直
通
）

8月　日／曜日 内　　　容 実施場所 ・ 実施時間

9月　日／曜日 内　　　容 実施場所 ・ 実施時間

○
お
問
い
合
せ

　
大
方
総
合
支
所
　

健
康
福
祉
課
　

保
健
衛
生
係

蕁
４
３
―
２
８
３
６（
直
通
）

　
佐
賀
総
合
支
所
　

健
康
対
策
課
　

保
健
係

蕁
５
５
―
７
３
７
３（
直
通
）

胃　が　ん　検　診21日（月） 加持ふれあいセンター ※8：00～09：00

健 　 康 　 相 　 談23日（水） 上田の口集会所 13：30～14：30

愛 　 育 　 相 　 談28日（月） 浜松保育所 9：30～11：00

３ 　 歳 　 児 　 健 　 診 保健福祉センター ※13：00～13：30

胃　が　ん　検　診
05日（火） 上川口分団屯所前 ※8：00～09：00

06日（水） 蜷川健康支援センター ※8：00～09：00

乳 　 児 　 健 　 診11日（月）

13日（水）

保健福祉センター ※13：00～13：30

愛 　 育 　 相 　 談14日（木） 保健福祉センター 10：00～11：30

健 　 康 　 相 　 談31日（木） 下田の口コミニュティセンター 9：30～10：30

保健福祉センター

（早咲・浜の宮・町・入野本村・錦野・芝・緑野・下田の口地区対象）

8：30～11：30
13：30～16：00

乳　ガ　ン　検　診

16日（水）

保健福祉センター（浜の宮・町・入野本村・錦野・芝地区対象）
9：30～10：30

13：30～14：30
基 　 本 　 健 　 診

24日（木）

25日（金）

保健福祉センター
（早咲・浜の宮・町・入野本村・錦野・芝・緑野・下田の口地区対象）
JAはた南部出張所

8：30～11：30

13：30～16：00
17日（木）

１ 歳 ６ カ 月 健 診
04日（月）

保健福祉センター ※13：00～13：30

健 　 康 　 相 　 談 小川構造改善センター 10：00～11：00

鞭集会所
上川口浦集会所

9：30～10：30
13：30～14：30

健 　 康 　 相 　 談18日（金）

浮津集会所
大方橘川集会所
御坊畑集会所

9：30～10：30
9：30～10：30

13：30～14：30
健 　 康 　 相 　 談

楽
し
く
歩
い
て
み
ま
せ
ん
か

　
　
に
こ
に
こ
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
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8月　日／曜日

21日（月）

内　　　容

横 浜 愛 育 健 康 相 談

実施場所 ・ 実施時間

佐賀老人憩の家
佐
賀
地
域

09:30～11:00

22日（火） 上分ミニデイサービス 上分集会所 09:30～11:00

31日（木） 佐賀ミニデイサービス 総合センター 10:00～15:00

9月　日／曜日 内　　　容 実施場所 ・ 実施時間

デイサービスセンターこぶし
（伊与喜・拳ノ川・鈴校区対象）

9：00～12：00
13：00～17：00

乳 　 ガ 　 ン 　 検 　 診
総合センター

（佐賀校区対象）
9：00～12：00

13：00～17：00

　
日
本
脳
炎
と
は
、
日
本
脳
炎
ウ
イ

ル
ス
の
感
染
に
よ
っ
て
お
こ
る
中
枢

神
経
（
脳
や
脊
髄
）
の
病
気
で
す
。

人
か
ら
人
へ
の
感
染
は
な
く
、
ウ
イ

ル
ス
に
感
染
し
た
豚
を
刺
し
た
蚊
（
コ

ガ
タ
ア
カ
イ
エ
カ
）
が
人
を
刺
す
こ

と
に
よ
っ
て
感
染
し
ま
す
。
東
ア
ジ

ア
・
南
ア
ジ
ア
に
か
け
て
広
く
分
布

す
る
病
気
で
す
。

　
七
〜
十
日
の
潜
伏
期
間
の
後
、
高

熱
、
頭
痛
、
嘔
吐
、
意
識
障
害
、
け

い
れ
ん
な
ど
の
症
状
を
示
す
急
性
脳

症
に
な
り
ま
す
。

　
感
染
者
の
う
ち
千
〜
五
千
人
に
一

人
が
脳
炎
を
発
症
し
ま
す
。
脳
炎
の

ほ
か
髄
膜
炎
や
夏
風
邪
の
よ
う
な
症

状
で
終
わ
る
人
も
い
ま
す
。
脳
炎
に

か
か
っ
た
時
の
死
亡
率
は
約
十
五
％

で
す
が
、
神
経
の
後
遺
症
を
残
す
人

が
約
五
十
％
い
ま
す
。

　
予
防
方
法
と
し
て
、
日
本
脳
炎
ウ

イ
ル
ス
を
殺
し
（
不
活
化
）
精
製
し

た
日
本
脳
炎
ワ
ク
チ
ン
を
使
っ
た
予

防
接
種
が
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
二
〇
〇
五
（
平
成
十
七
）

年
五
月
三
十
日
付
け
で
厚
生
労
働
省

よ
り
日
本
脳
炎
ワ
ク
チ
ン
の
使
用
と

急
性
散
在
性
脳
脊
髄
炎
（
め
ま
い
や

頭
痛
、
脊
髄
を
中
心
と
す
る
神
経
の

炎
症
）
と
の
因
果
関
係
が
明
ら
か
に

な
っ
た
と
の
通
達
が
あ
り
、
現
在
黒

潮
町
で
も
日
本
脳
炎
の
予
防
接
種
を

見
合
わ
せ
て
い
ま
す
。

　
今
後
の
日
本
脳
炎
の
予
防
接
種
の

方
向
性
に
つ
い
て
は
、
新
し
い
情
報

や
体
制
が
決
ま
り
次
第
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

　
現
在
、
国
内
で
は
予
防
接
種
や
環

境
改
善
な
ど
に
よ
り
日
本
脳
炎
の
流

行
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
西
日
本
を
中

心
に
年
間
数
名
の
患
者
が
発
生
し
て

い
ま
す
。
念
の
た
め
、
戸
外
に
出
る

場
合
は
、
虫
よ
け
ス
プ
レ
ー
や
蚊
取

り
線
香
な
ど
を
利
用
し
、
で
き
る
限

り
長
袖
お
よ
び
長
ズ
ボ
ン
を
着
用
す

る
な
ど
、
日
本
脳
炎
ウ
イ
ル
ス
を
媒

介
す
る
蚊
に
刺
さ
れ
な
い
よ
う
に
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

日
本
脳
炎
と
は

予
防
接
種
に
つ
い
て

症
　
状

05日（火） 伊与喜ミニデイサービス 伊与喜集会所 09:30～11:00

06日（水） 漁民センターミニデイサービス 漁民センター 09:30～12:00

11日（月）

12日（火）

13日（水）

14日（木）

15日（金）

横 浜 愛 育 健 康 相 談 佐賀老人憩の家 09:30～11:00

日
時
　
八
月
二
十
七
日（
日
）

　
　
　
午
前
十
時
か
ら

対
象
　
小
学
生
以
上
の
親
子（
十
二
組
）

場
所
　
総
合
セ
ン
タ
ー

○
お
問
い
合
わ
せ

　
佐
賀
総
合
支
所
　

健
康
対
策
課
　

保
健
係

蕁
５
５
―
７
３
７
３（
直
通
）

　
暑
が
り
の
方
も
い
れ
ば
、
冷
え
性

の
方
も
い
る
よ
う
に
、
体
質
は
ひ
と

そ
れ
ぞ
れ
に
違
い
ま
す
。

　
健
康
法
の
第
一
歩
は
、
ま
ず
自
分

の
体
質
を
知
る
こ
と
か
ら
。
簡
単
な

体
質
チ
ェ
ッ
ク
表
か
ら
自
分
の
体
質

を
判
断
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
体
質
に
合

っ
た
養
生
法
を
学
び
ま
す
。

　
体
質
は
日
々
の
食
事
や
生
活
の
積

み
重
ね
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
ま
す
。

　
毎
日
食
べ
る
も
の
だ
か
ら
こ
そ
気

に
な
る
食
材
の
効
能
や
性
質
。
こ
れ

を
知
る
と
明
日
か
ら
の
献
立
も
変
わ

る
？
（
定
員
は
三
十
名
で
す
。）

日
程
　
八
月
十
七
日（
木
）

　
　
　
午
後
七
時
か
ら
九
時
ま
で

場
所
　
四
万
十
市
下
田
・
中
医
学
研

究
所
セ
ミ
ナ
ー
室

○
お
問
い
合
わ
せ

　
四
万
十
市
立
中
医
学
研
究
所

　
蕁
３
１
―
５
２
０
２

夏
休
み
、親
子
そ
ろ
っ
て
ク
ッ
キ
ン
グ
に

挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

中
医
学
を
学
ん
で
健
康
に
な
ろ
う
!

健 康 知恵 袋
たかが蚊だと
あなどっていませんか？
たかが蚊だと
あなどっていませんか？
たかが蚊だと
あなどっていませんか？
たかが蚊だと
あなどっていませんか？
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黒
潮
町
は
、
町
の
行
政
改
革
大
綱

や
行
政
改
革
推
進
計
画
（
集
中
改
革

プ
ラ
ン
）
を
策
定
す
る
に
あ
た
り
、

行
政
改
革
推
進
審
議
会
委
員
を
若
干

名
公
募
し
ま
す
。

　
同
会
は
、
町
の
行
政
改
革
を
推
進

す
る
た
め
、
必
要
な
事
項
を
調
査
審

議
す
る
機
関
で
、
公
募
に
よ
る
委
員

を
含
め
公
共
的
団
体
の
代
表
や
学
識

経
験
者
な
ど
で
構
成
さ
れ
ま
す
。

【
応
募
要
領
】

◆
応
募
資
格

二
十
歳
以
上
で
本
町
に
住
所
を
有

す
る
方
ま
た
は
本
町
内
事
業
所
な

ど
に
勤
務
す
る
方

◆
募
集
人
員
　
若
干
名

◆
委
員
の
任
期

委
嘱
の
あ
っ
た
日
か
ら
二
〇
〇
七

（
平
成
十
九
）
年
三
月
三
十
一
日

ま
で

◆
お
申
し
込
み
方
法

原
則
と
し
て
次
に
掲
げ
る
事
項
を

記
載
し
た
申
込
書
（
用
紙
、
様
式

は
自
由
）
お
よ
び
作
文
を
郵
送
、

ま
た
は
電
子
メ
ー
ル
に
よ
り
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
書

　
①「
行
政
改
革
推
進
審
議
会
委
員
申
込
書
」

　
②
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
性
別
、

職
業
お
よ
び
電
話
番
号

作
文「

町
の
行
政
改
革
に
対
す
る
考
え
」

を
テ
ー
マ
と
す
る
千
字
程
度
の
作
文

◆
応
募
締
め
切
り

　
八
月
三
十
一
日（
木
）

◆
選
考
方
法

申
込
書
お
よ
び
作
文
に
よ
る
書
類

選
考
に
よ
り
決
定

○
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
〒
７
８
９
―
１
９
９
２

　
黒
潮
町
入
野
２
０
１
９
―
１

　
　
　
企
画
振
興
課
 

行
政
人
事
係

蕁
４
３
―
４
５
０
０（
直
通
）

　
　kikaku@

tow
n.kuroshio.lg.jp

　
地
域
審
議
会
と
は
、
合
併
後
も
地

域
住
民
の
声
を
新
町
の
施
策
に
反
映

さ
せ
、
き
め
細
か
な
行
政
サ
ー
ビ
ス

を
実
現
さ
せ
る
た
め
に
、
合
併
前
の

区
域
を
単
位
と
し
て
設
置
す
る
黒
潮

町
の
附
属
機
関
で
す
。

　
今
回
、「
大
方
地
域
審
議
会
」「
佐

賀
地
域
審
議
会
」
を
設
置
し
、
次
の

募
集
要
領
に
基
づ
き
、
審
議
会
委
員

若
干
名
を
募
集
し
ま
す
。

・
新
町
建
設
計
画
の
変
更
や
、
執
行

状
況
な
ど
に
つ
い
て
、
町
長
の
諮

問
に
応
じ
て
審
議
し
、
答
申
を
し

ま
す
。

・
必
要
と
認
め
る
事
項
に
つ
い
て
審

議
し
、
町
長
に
対
し
て
意
見
を
述

べ
ま
す
。

【
募
集
要
領
】

◆
応
募
資
格

二
十
歳
以
上
で
本
町
に
住
所
を
有

す
る
方
ま
た
は
本
町
内
事
業
所
な

ど
に
勤
務
す
る
方
（
た
だ
し
、
旧

大
方
町
に
在
住
・
勤
務
の
方
は
大

方
地
域
審
議
会
、
旧
佐
賀
町
に
在

住
・
勤
務
の
方
は
佐
賀
地
域
審
議

会
の
委
員
へ
の
応
募
と
し
ま
す
。）

◆
募
集
人
員

各
地
域
の
地
域
審
議
会
ご
と
に
若
干
名

◆
委
員
の
任
期
　
二
年

◆
お
申
し
込
み
方
法

原
則
と
し
て
次
に
掲
げ
る
事
項
を

記
載
し
た
も
の
（
用
紙
、
様
式
は

自
由
）
を
郵
送
、
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
①
「
地
域
審
議
会
委
員
申
込
書
」

　
②
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
性
別
、

職
業
お
よ
び
電
話
番
号

　
③
表
題
「
地
域
審
議
会
に
期
待
す

る
こ
と
」

地
域
審
議
会
に
対
す
る
思
い
や

自
己
ア
ピ
ー
ル
、
活
動
経
験
な

ど
を
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
応
募
締
め
切
り
　
九
月
一
日（
金
）

◆
選
考
方
法

申
込
書
に
よ
る
書
類
選
考
に
よ
り

決
定

○
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

（
大
方
地
域
）

　
〒
７
８
９
―
１
９
９
２

　
黒
潮
町
入
野
２
０
１
９
―
１

　
　
　
大
方
総
合
支
所
　

総
務
課

　
蕁
４
３
―
２
１
１
２（
直
通
）

蕭
４
３
―
２
７
８
８（
直
通
）

（
佐
賀
地
域
）

　
〒
７
８
９
―
１
７
９
５

　
黒
潮
町
佐
賀
１
０
９
２
―
１

　
　
　
佐
賀
総
合
支
所
　

総
務
課

　
蕁
５
５
―
３
１
１
３（
直
通
）

蕭
５
５
―
３
８
５
０（
直
通
）

　
本
年
度
が
更
新
対
象
年
で
、
受
講

を
希
望
さ
れ
る
方
は
手
続
き
が
必
要

で
す
。

◆
受
講
申
し
込
み

受
講
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
必
要

な
物
を
持
っ
て
、
八
月
二
十
五
日

（
金
）
ま
で
に
大
方
町
漁
業
協
同

組
合
へ
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

◆
必
要
な
物

写
真
二
枚
（
三
・
五
㎝
×
四
・
五
㎝
、

過
去
六
カ
月
以
内
に
撮
影
さ
れ
た

も
の
、
ス
ピ
ー
ド
写
真
で
可
、
裏

面
に
氏
名
を
記
入
願
い
ま
す
。）印

鑑
・
免
状
・
本
籍
の
記
載
さ
れ
た

住
民
票
一
通
（
六
カ
月
以
内
有
効
）

◆
受
講
日
時

　
九
月
九
日（
土
）
午
後
一
時
か
ら

◆
受
講
場
所
　
大
方
あ
か
つ
き
館

（
一
階
レ
ク
チ
ャ
ホ
ー
ル
）

◆
受
講
料
（
当
日
）

　
更
新
…
　
九
、五
〇
〇
円

　
失
効
…
一
九
、〇
〇
〇
円

○
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
大
方
町
漁
業
協
同
組
合

蕁
４
３
―
１
０
１
０

―
請
求
期
限
は
、
平
成
十
九
年

三
月
三
十
一
日
ま
で
で
す
。
―

　
先
の
大
戦
に
お
い
て
、
外
地
な
ど

（
事
変
地
の
区
域
ま
た
は
戦
地
の
区

域
）
に
派
遣
さ
れ
、
戦
時
衛
生
勤
務

に
従
事
さ
れ
た
旧
日
本
赤
十
字
社
救

護
看
護
婦
お
よ
び
旧
陸
海
軍
従
軍
看

護
婦
の
方
（
慰
労
給
付
金
受
給
者
は

除
く
）
に
対
し
て
、
そ
の
ご
労
苦
に

報
い
る
た
め
内
閣
総
理
大
臣
名
の
書

状
を
贈
呈
し
て
お
り
ま
す
。

◇
ご
本
人
ま
た
は
ご
家
族
の
方
か
ら

の
ご
連
絡
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

◆
請
求
用
紙

請
求
用
紙
は
、
役
場
担
当
窓
口
に

用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

　
大
方
総
合
支
所
　

健
康
福
祉
課
　

福
祉
係

蕁
４
３
―
２
１
１
６（
直
通
）

　
佐
賀
総
合
支
所
　

町
民
課
　

保
険
福
祉
係

蕁
５
５
―
３
１
１
２（
直
通
）

○
お
問
い
合
わ
せ

　
総
務
省
大
臣
官
房
管
理
室
　

業
務
担
当

蕁
０
３
―
５
２
５
３
―
５
１
８
２

蕭
０
３
―
５
２
５
３
―
５
１
９
０

　
〒
１
０
０
―
８
９
２
６

　
東
京
都
千
代
田
区
霞
が
関
２
―
１
―
２

お
知
ら
せ
・
募
集

行
政
改
革
推
進
審
議
会
委
員 

募
集

地
域
審
議
会
委
員 

募
集

小
型
船
舶
免
許
状
更
新
講
習
会

内
閣
総
理
大
臣
名
の
書
状
贈
呈

地
域
審
議
会
の
主
な
役
割
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先
月
号
の
広
報
で
も
お
知
ら
せ
い

た
し
ま
し
た
が
、
今
年
の
十
月
一
日

を
基
準
日
と
し
て
事
業
所
・
企
業
統

計
調
査
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
事
業
所
の
み
な
さ
ん
か

ら
よ
く
聞
か
れ
る
疑
問
に
つ
い
て
お

答
え
い
た
し
ま
す
。

 Q.
「
調
査
は
何
を
調
べ
る
の
？
」

 A. 

企
業
の
名
称
・
電
話
番
号
・
所

在
地
か
ら
開
設
時
期
・
従
業
者
数
・

事
業
の
種
類
（
業
態
）・
親
（
子
）

会
社
の
有
無
な
ど
十
五
項
目
に

つ
い
て
調
べ
ま
す
。

 Q.
「
誰
が
何
の
た
め
に
や
る
の
？
」

 A. 

調
査
は
、
我
が
国
に
お
け
る
事

業
所
の
事
業
活
動
お
よ
び
企
業

の
企
業
活
動
の
実
態
を
調
査
し
、

事
業
所
お
よ
び
企
業
の
産
業
、従

業
者
規
模
な
ど
の
基
本
的
な
構

造
を
全
国
、
地
域
別
に
明
ら
か

に
す
る
と
と
も
に
、
各
種
統
計

調
査
の
た
め
の
母
集
団
情
報
を

整
備
す
る
こ
と
目
的
に
し
て
い

ま
す
。

 Q.
「
協
力
し
な
い
と
い
け
な
い
の
？
」

 A. 

本
調
査
は
統
計
法
に
基
づ
く
調

査
で
あ
り
、
「
六
カ
月
以
下
の

懲
役
も
し
く
は
禁
錮
ま
た
は
十

万
円
以
下
の
罰
金
」
と
規
定
は

あ
り
ま
す
が
、
強
制
的
に
記
入

し
て
い
た
だ
い
て
も
よ
い
結
果

は
得
ら
れ
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

 
本
調
査
は
き
わ
め
て
重
要
な
調
査

で
あ
り
、
産
業
構
造
や
事
業
活
動
の

実
態
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
結
果
は

行
政
な
ど
を
通
じ
て
私
た
ち
の
生
活

に
還
元
す
る
も
の
で
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

 
企
画
振
興
課
　

企
画
振
興
係

蕁
４
３
―
４
５
０
０（
直
通
）

　
子
育
て
支
援
「
い
っ
し
ょ
に
遊
ぼ

う
」
は
保
育
所
に
通
っ
て
い
な
い
町

内
の
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者
の
方
が

利
用
で
き
ま
す
。

　
今
月
も
、
暑
い
夏
な
ら
で
は
の
水

遊
び
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。
帽
子
や

着
替
え
を
持
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

八
月
の
予
定

　
九
日（
水
）水
遊
び
・
砂
遊
び

　
十
四
日（
月
）愛
育
相
談

　
二
十
三
日（
水
）水
遊
び
・
砂
遊
び

　
三
十
日（
水
）水
遊
び
・
砂
遊
び

 
利
用
者
か
ら
は
『
今
ま
で
好
き
嫌

い
が
あ
っ
た
の
に
煮
た
き
び
な
ご
を

頭
か
ら
一
匹
食
べ
て
び
っ
く
り
!

』

『
「
保
育
所
お
も
し
ろ
か
っ
た
!

」
と

笑
顔
で
帰
っ
て
き
ま
し
た
。』
な
ど
、

う
れ
し
い
声
も
よ
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

○
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
大
方
く
じ
ら
保
育
所

　
蕁
４
４
―
１
１
１
２

　
夏
は
水
を
使
う
機
会
が
多
い
う
え

に
、
暑
さ
で
汗
を
か
き
や
す
く
な
る

た
め
感
電
事
故
が
多
く
発
生
し
て
い

ま
す
。
　

　
「
ぬ
れ
手
に
電
気
」、「
ぬ
れ
手
に

プ
ラ
グ
」
が
危
険
な
こ
と
は
、
十
分

ご
承
知
で
し
ょ
う
が
、
つ
い
ウ
ッ
カ

リ
差
し
込
み
プ
ラ
グ
や
ソ
ケ
ッ
ト
に

ぬ
れ
手
で
触
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
電
気
製
品
を
扱
う
時
は
、
忙
し
い

時
で
も
、
手
を
よ
く
拭
い
て
か
ら
取

り
扱
う
習
慣
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

財
団
法
人
　

四
国
電
気
保
安
協
会

　
　
　
　
　

高
知
支
部
　

中
村
事
業
所

 
 
蕁
３
４
―
６
４
３
１

平
成
十
八
年
事
業
所
・
企
業

統
計
調
査
に
ご
協
力
を
!

夏
の
感
電
事
故
防
止

大
方
く
じ
ら
保
育
所
・
子
育
て
支
援

「
い
っ
し
ょ
に
遊
ぼ
う
」

一
時
保
育
を
利
用
し
て
み
ま
せ
ん
か

土
佐
く
ろ
し
お
鉄
道
N
E
W
S

土
佐
く
ろ
し
お
鉄
道
N
E
W
S

土
佐
く
ろ
し
お
鉄
道
譁
が
創
立
二
十
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　
会
社
で
は
過
去
の
事
故
を
教
訓
に

し
て
、
毎
年
六
月
十
一
日
を
「
鉄
道

事
故
防
止
の
日
」
と
定
め
、
非
常
時

を
想
定
し
た
訓
練
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
も
社
員
四
十
二
名
が
参
加
し
、

約
二
時
間
の
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　
具
同
駅
の
待
合
室
。
時
刻
表
や
掲

示
物
に
火
を
つ
け
ら
れ
た
跡
が
残
っ

て
い
ま
し
た
。
一
歩
間
違
え
ば
大
変

な
事
態
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
こ
の

よ
う
な
行
為
は
絶
対
に
し
な
い
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
。

 ○
お
問
い
合
わ
せ

　
土
佐
く
ろ
し
お
鉄
道
㈱
・
中
村
駅

蕁
３
５
―
４
９
６
１

　
土
佐
く
ろ
し
お
鉄
道

　
中
村
・
宿
毛
線
運
営
協
議
会
事
務
局

蕁
３
４
―
１
１
２
９

六
月
十
一
日
は

　
　
「
鉄
道
事
故
防
止
の
日
」

駅
が
か
わ
い
そ
う

　
土
佐
く
ろ
し
お
鉄
道
は
今
年
五
月
に
創
立
二
十
周
年
の
節
目
を
迎
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
沿
線
地
域
住
民
や
各
種
団
体
な
ど
の

方
々
の
ご
支
援
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
二
十
周
年
を
迎
え
、
心
を
新
た
に
し
安
全
輸
送
を
第
一
と
し
て
、
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
に
努
め
、
地
方
鉄
道
と
し
て
の
役
割
を
再
認
識
し
、
地
域
経
済
の

発
展
に
寄
与
す
べ
く
努
力
を
続
け
て
参
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
ご
支
援
の

ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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大方高校軽音部の生徒の皆さんやOB生、顧問
教師らによる高校生バンド天国

黒潮町スター誕生出場者の方々、みごとな
歌声を披露してくださいました

大方町漁協伊田女性部の皆さん
「おいしいすり身食べていったやぁ～。」

図
書
館
カ
レ
ン
ダ
ー

（
○
の
日
が
休
館
日
で
す
。）

大
方
図
書
館

8月
日 月 火 水 木 金 土
0 0 1 2 3 4 5
6 澀 8 9 10 11 12

9月
日 月 火 水 木 金 土
0 0 1 2 3 1 2
3 潺 5 6 7 8 9

13 潘 15 16 17 18 19
20 澡 22 23 24 澪 26
27 濬 29 30 31 濬 29
30 濱 0 0 0 0 0

佐
賀
図
書
館

8月
日 月 火 水 木 金 土
0 0 1 2 3 4 5
澁 7 8 9 10 11 12

9月
日 月 火 水 木 金 土
0 0 1 2 3 1 2
澆 4 5 6 7 8 9

潼 14 15 16 17 18 19
澣 21 22 23 24 澪 26
濕 28 29 30 31 濬 29
濕 28 29 30 31 0 0

5・6月貸出ベストランキング
※（カッコ）内は所蔵館

１． 東京タワー　　　　　　　 リリーフランキー／著（大方・佐賀）
２． 町長選挙　　　　　　　　 奥田英朗／著（大方・佐賀）
３． 県庁の星　　　　　　　　 桂　望実／著（大方・佐賀）
１． 背負い富士　　　　　　　 山本一力／著（大方・佐賀）
５． ハリー・ポッターと謎のプリンス 上
　　　　　　　　　　　　　　J.K.ローリング／作（大方2・佐賀）
６． 生協の白石さん　　　　　 白石昌則／著（大方・佐賀）
１． 五能線の女　　　　　　　 西村京太郎／著（大方）
１． 棄霊島　上　　　　　　　 内田康夫／著（大方・佐賀）
１． ハリー・ポッターと謎のプリンス 下
　　　　　　　　　　　　　　J.K.ローリング／作（大方2・佐賀）

日本特有の神秘的で幻妖な世

界で、生者と死者が邂逅する

とき、静かに起こる優しい奇

蹟。此岸と彼岸を彷徨うもの

たちの哀しみと幸いを描く極

上の奇譚集。

今月の一冊：あやし うらめし あなかなし今月の一冊：あやし うらめし あなかなし

　
六
月
十
八
日
、
道
の
駅
「
ビ
オ
ス

お
お
が
た
」
の
設
立
一
周
年
を
記
念

し
て
、
三
月
に
引
き
続
き
、
特
定
非

営
利
活
動
法
人
Ｎ
Ｐ
Ｏ
砂
浜
美
術
館

が
主
催
す
る
「
住
民
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

が
つ
く
る
黒
潮
テ
レ
ビ
局
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
会
場
で
は
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
か
ら
、

住
民
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
が
作
っ
た
地
元

企
業
の
サ
ン
プ
ル
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
番

組
が
放
送
さ
れ
、
続
い
て
高
校
生
バ

ン
ド
天
国
、
黒
潮
町
ス
タ
ー
誕
生
と

銘
打
っ
た
カ
ラ
オ
ケ
大
会
な
ど
が
賑

や
か
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
町
内
外
か
ら
の
来
場
者
は
も
ち
ろ

ん
、
偶
然
立
ち
寄
ら
れ
た
観
光
客
の

方
々
も
、
迫
力
の
あ
る
高
校
生
の
生

バ
ン
ド
や
、
黒
潮
町
ス
タ
ー
誕
生
出

場
者
の
歌
声
に
、
立
ち
止
ま
り
聞
き

入
る
姿
も
見
受
け
ら
れ
、
多
く
の
方

に
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
最
後
の
お
楽
し
み
と
な
っ
て
い
た

ひ
な
た
や
提
供
ク
イ
ズ
で
は
、
道
の

駅
に
ち
な
ん
だ
○
×
ク
イ
ズ
の
出
題

や
ジ
ャ
ン
ケ
ン
大
会
が
行
わ
れ
、
参

加
者
は
各
企
業
か
ら
提
供
さ
れ
た
数

多
く
の
景
品
を
獲
得
し
、
楽
し
く
嬉

し
い
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

― 

道
の
駅「
ビ
オ
ス
お
お
が
た
」一
周
年
記
念 

―

住
民
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
が
つ
く
る

黒
潮
テ
レ
ビ
局
再
開

◇
開
館
時
間

（
大
方
図
書
館
）

　
火
〜
金

　
午
前
十
時
〜
午
後
六
時

　
土
・
日

　
午
前
十
時
〜
午
後
五
時

（
佐
賀
図
書
館
）

　
月
〜
金

　
午
前
十
時
〜
午
後
六
時

　
土

　
午
前
十
時
〜
午
後
五
時

◇
貸
出
冊
数
・
期
間

　
本

　
一
人
五
冊
・
二
週
間

　
雑
誌

　
一
人
三
冊
・
二
週
間

　
ビ
デ
オ
・
C
D
・
D
V
D

　
一
人
二
点
・
一
週
間

※
新
し
い
本
の
中
に
は
、貸
出

開
始
日
か
ら
二
カ
月
間
は

一
週
間
の
貸
出
期
間
と
な

る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

☆
貸
し
出
し
・
返
却
・
図
書

カ
ー
ド
の
発
行
は
受
付
で

行
っ
て
い
ま
す
。

返
却
す
る
と
き

・
佐
賀
・
大
方
ど
ち
ら
の
図

書
館
で
も
返
却
が
で
き
ま
す
。

・
休
館
日
に
返
却
す
る
時
は

各
図
書
館
に
あ
る
ブ
ッ
ク

ポ
ス
ト
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

・
ビ
デ
オ
・
C
D
・
D
V
D
は

で
き
る
だ
け
開
館
時
の
受

付
窓
口
へ
返
却
し
て
く
だ

さ
い
。

◇
お
問
い
合
わ
せ

　
大
方
図
書
館

　
蕁
4
3
―
2
1
1
0

　
佐
賀
図
書
館

　
蕁
5
5
―
3
1
9
0

h
ttp

://a
ka

ts
u
ki.to

w
n
.o

g
a
ta

.ko
c
h
i.jp

かい

し

き たんしゅう

がん ひ がん さまよ

こう
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大きな目玉模様、実は目ではありません。

素敵な宝ものは見つかりましたか？

　
五
月
中
旬
か
ら
六
月
上
旬
に
か
け

て
、
黒
潮
町
の
木
「
オ
ガ
タ
マ
ノ
キ
」

の
葉
上
に
、
国
の
特
別
天
然
記
念
物

に
指
定
さ
れ
保
護
さ
れ
て
い
る
ミ
カ

ド
ア
ゲ
ハ
の
幼
虫
が
確
認
さ
れ
ま
し

た
。

　
ミ
カ
ド
ア
ゲ
ハ
は
ア
ゲ
ハ
チ
ョ
ウ

科
に
属
し
、
ア
オ
ス
ジ
ア
ゲ
ハ
と
よ

く
似
て
い
る
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
オ
ガ
タ
マ
ノ
キ
、
タ
イ
サ
ン
ボ
ク

な
ど
モ
ク
レ
ン
科
の
木
の
新
芽
を
食

べ
て
育
っ
て
さ
な
ぎ
に
な
り
、
成
虫

の
ほ
と
ん
ど
は
、
翌
年
春
ま
で
休
眠

し
ま
す
が
、
一
部
は
七
月
上
旬
か
ら

八
月
に
成
虫
（
夏
型
）
に
な
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
今
の
時
期
、
黒
い

羽
に
青
色
の
斑
紋
模
様
が
特
徴
の
ミ

カ
ド
ア
ゲ
ハ
蝶
の
姿
を
神
社
の
境
内

な
ど
で
見
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
ね
。

　
七
月
二
日
、
十
六
日
に
浮
津
と
入

野
の
海
水
浴
場
で
海
開
き
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
当
日
は
町
内
外
よ
り
多
く

の
方
が
集
ま
り
、
恒
例
の
「
宝
う
ば

い
」
と
「
宝
さ
が
し
」
が
行
わ
れ
活

気
に
あ
ふ
れ
た
海
開
き
と
な
り
ま
し

た
。

　
海
水
浴
場
は
浮
津
、
入
野
と
も
八

月
三
十
一
日
（
木
）
ま
で
開
設
さ
れ
、

遊
泳
時
間
は
浮
津
海
水
浴
場
が
午
前

九
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で
、
入
野
海

水
浴
場
が
午
前
十
時
か
ら
午
後
五
時

ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
浮
津
海
水
浴
場蕁

４
３
―
１
３
１
１

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
砂
浜
美
術
館

蕁
４
３
―
４
９
１
５

　
入
野
海
水
浴
場

　
大
方
町
漁
業
協
同
組
合

蕁
４
３
―
１
０
１
０

ミ
カ
ド
ア
ゲ
ハ
と
オ
ガ
タ
マ
ノ
キ

浮
津
・
入
野
海
水
浴
場
海
開
き

月

8

9

日
自　　　至

01～06

07～13

14～15

16

17～20

21～27

28～31

01～03

04～10

11～17

18～24

25～30

当番店（大方地域） 当番店（佐賀地域）

小松メンテナンス

タ カ ハ シ 水 道

平 野 住 設

大方設備センター

小松メンテナンス

タ カ ハ シ 水 道

平 野 住 設

平 野 住 設

大方設備センター

小松メンテナンス

タ カ ハ シ 水 道

平 野 住 設

中村住設大方営業所

前 田 電 工

吉 本 水 道

道 倉 水 道

中村住設大方営業所

前 田 電 工

吉 本 水 道

吉 本 水 道

道 倉 水 道

中村住設大方営業所

前 田 電 工

吉 本 水 道

㈱ 土 居 建 設

㈲ 弘 瀬 建 設

山 本 建 設 ㈱

㈱ 土 居 建 設

㈲ 弘 瀬 建 設

山 本 建 設 ㈱

㈱ 土 居 建 設

㈱ 土 居 建 設

㈲ 弘 瀬 建 設

山 本 建 設 ㈱

㈱ 土 居 建 設

㈲ 弘 瀬 建 設

拳 ノ 川 住 設

谷 口 水 道

西部緑化建設㈱

拳 ノ 川 住 設

谷 口 水 道

西部緑化建設㈱

拳 ノ 川 住 設

拳 ノ 川 住 設

谷 口 水 道

西部緑化建設㈱

拳 ノ 川 住 設

谷 口 水 道

当番店の連絡先・所在地 ※当番日以外でも要請があった場合には対応いたします。

○お問い合せ
　大方総合支所　健康福祉課　水道係　蕁43－2114（直通）
　佐賀総合支所　建設課　水道環境係　蕁55－3700（直通）

大方地域

電話番号
店　　名 住　　所

事務所

電話番号
店　　名 住　　所

事務所自　宅 自　宅

佐賀地域

大方設備センター

小松メンテナンス

タカハシ水道設備

㈱中村住設大方営業所

平 野 住 設

前 田 電 工

道倉水道工務店

吉本水道工務店

43－1420

43－4522

43－1936

43－0211

44－1513

43－1149

43－2096

43－2024

31－3603

43－2061

44－1117

43－1546

入野769

入野5196－70

上田の口1578

出口372－2

伊田2100

入野1574

浮鞭3558－8

入野544－4

拳 ノ 川 住 設

西部緑化建設㈱

谷 口 水 道

㈱ 土 居 建 設

㈲ 弘 瀬 建 設

山 本 建 設 ㈱

55－7371

55－2435

55－2133

55－2121

55－3141

55－7114

55－2316

55－3388

55－2382

拳ノ川1781

熊井245

佐賀2773

伊與喜43－5

佐賀1990

佐賀2988

水
道
給
水
工
事
指
定
店 

当
番
一
覧
表

水
道
給
水
工
事
指
定
店 

当
番
一
覧
表
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花壇は、鹿島ヶ浦を一望できる
大変景色の良い場所にあります。

　
今
月
号
で
ご
紹
介
し
た
金
子

英
正
さ
ん
に
初
め
て
お
会
い
し

た
の
は
二
年
前
の
こ
と
で
す
。

テ
レ
ワ
ー
ク
の
実
証
実
験
に
参

加
し
て
も
ら
っ
た
の
が
最
初
で

す
。

　
金
子
さ
ん
は
、
特
殊
な
補
装

具
で
キ
ー
ボ
ー
ド
を
打
ち
ま
す
。

作
業
効
率
を
よ
く
す
る
た
め
に
、

パ
ソ
コ
ン
の
入
力
支
援
ソ
フ
ト

や
入
力
補
助
器
具
に
つ
い
て
、

多
く
の
方
の
協
力
や
ア
ド
バ
イ

ス
を
得
て
、
現
在
の
よ
う
な
作

業
環
境
を
整
え
ま
し
た
。

　
話
し
言
葉
を
文
字
に
す
る
た

め
に
は
、
技
術
や
知
識
も
必
要

で
す
が
、
言
葉
の
意
味
を
知
っ

て
正
確
な
漢
字
に
変
換
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
議
事
録
の
テ
ー
プ
起
こ
し
で

は
、
議
会
専
門
用
語
や
行
政
用

語
が
た
く
さ
ん
出
て
き
て
大
変

だ
っ
た
と
言
い
ま
す
。

　
職
業
訓
練
に
行
き
た
い
と
希

望
し
た
時
に
、「
あ
な
た
に
は

無
理
」
と
断
ら
れ
た
こ
と
は
、「
あ

な
た
に
で
き
る
仕
事
は
一
生
な

い
で
す
よ
。
」
と
言
わ
れ
た
こ

と
に
等
し
い
も
の
で
す
。

　
そ
れ
で
も
あ
き
ら
め
な
か
っ

た
、
可
能
性
が
少
な
く
て
も
、

そ
の
可
能
性
に
賭
け
た
い
、
と

い
う
金
子
さ
ん
の
強
い
意
志
。

そ
の
強
い
意
思
が
、
彼
に
今
の

仕
事
を
呼
び
寄
せ
た
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　
そ
の
話
を
初
め
て
伺
っ
た
と

き
に
、
本
当
に
心
か
ら
感
動
を

し
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。

（
ぼ
）

編
集
子

　
な
ぶ
ら
（
旧
佐
賀
町
ま
ち
づ
く
り

推
進
委
員
会
）
は
、
町
内
の
国
道
沿

い
花
壇
や
休
耕
田
な
ど
を
利
用
し
て
、

花
い
っ
ぱ
い
運
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
七
月
一
日
（
土
）
に
は
、
生
華
園

の
花
祭
り
で
購
入
し
た
日
々
草
・
マ

リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
・
ト
レ
ニ
ア
・
ベ
ゴ

ニ
ア
・
コ
リ
ウ
ス
の
五
種
類
、
約
三

〇
〇
本
を
、
国
道

５６
号
横
浜
ト
ン
ネ

ル
（
佐
賀
地
域
）
出
口
付
近
の
花
壇

に
植
え
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
上
分
・
伊
与
喜
地
区
の

休
耕
田
へ
、
ひ
ま
わ
り
の
種
ま
き
を

す
る
予
定
で
す
。

　
な
ぶ
ら
で
は
、
一
緒
に
活
動
を
し

て
い
た
だ
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ
先

　
な
ぶ
ら
事
務
局

　
佐
賀
総
合
支
所
　

総
務
課
　

総
務
係

蕁
５
５
―
３
１
１
３（
直
通
）

　
な
ぶ
ら
委
員
長
 

藤
井
元
洋

　
蕁
５
５
―
２
３
５
７

 
大
方
改
良
事
業
柳
の
川
〜
黒
潮
町

役
場（
大
方
庁
舎
）間
に
つ
き
ま
し
て
、

道
路
設
計
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
、一
般
国
道

５６
号
大
方

改
良
に
つ
い
て
は
、
早
咲
地
区
お
よ

び
入
野
本
村
地
区
、
芝
地
区
、
下
田

の
口
地
区
を
事
業
展
開
し
て
お
り
、

去
る
一
月
十
六
日
に
は
、
保
健
福
祉

セ
ン
タ
ー
に
て
柳
の
川
〜
黒
潮
町
役

場
（
大
方
庁
舎
）
間
の
道
路
計
画
説

明
会
を
開
催
し
、
道
路
の
測
量
設
計

を
進
め
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

 
こ
の
度
、
測
量
設
計
が
完
了
し
ま

し
た
の
で
、
次
の
と
お
り
道
路
設
計

説
明
会
を
開
催
す
る
こ
と
を
お
知
ら

せ
い
た
し
ま
す
。

◆
日
時

　
八
月
九
日（
水
）午
後
七
時
か
ら

◆
場
所

　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
二
階
大
ホ
ー
ル

○
お
問
い
合
わ
せ

　
国
土
交
通
省
中
村
河
川
国
道
事
務
所

　
調
査
第
二
課

　
担
当
（
大
谷
・
大
島
・
満
石
）

蕁
３
４
―
７
３
０
７（
直
通
）

　
大
方
総
合
支
所
　

ま
ち
づ
く
り
課

　
ま
ち
づ
く
り
係

　
担
当
（
倉
橋
・
和
田
）

蕁
４
３
―
２
１
１
５（
直
通
）

国
道
５６
号
大
方
改
良
事
業
に
つ
い
て

国
道
５６
号
大
方
改
良
事
業
に
つ
い
て

― 

道
路
設
計
説
明
会
を
開
催
し
ま
す 

―

な
ぶ
ら
通
信

な
ぶ
ら
通
信

な
ぶ
ら
通
信

な
ぶ
ら
通
信
1

 
― 
花
い
っ
ぱ
い
運
動 

―


